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で
は
ロ
シ
ア
の
新
た
な
極
東
政
策
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
広
く
は
東
シ
ベ
リ
ア
、
特
に
ア
ム
ー
ル
地
方
、
沿
海
州
へ
の
辺
境
政
策
で
あ
る
。
戦
争
の
圧
力
と
革
命
に
よ
り
社
会
混
乱
が
起
こ
っ
た
こ
の
地
方をいかに安定させ、どんな安全を確保するのかが考えられねばならなかった。国内植民地の中でも極東は、ほかの辺境
地域と比べて他国・他地域への経済依存が従来強かった。その端的な表れが、無関税の物品輸入を認める自由港の存在で
あるｒ｜また北部、極北部では米英が土着民との無関税貿易権を有しており、アムール以北では交通手段がないため米帆船
日
露
戦
争
の
劣
勢
は
、
領
士
的
軍
事
的
で
あ
れ
、
ま
た
経
済
的
で
あ
れ
ロ
シ
ア
帝
国
の
帝
国
主
義
的
極
東
進
出
策
の
失
敗
を
示
し
た
。
戦
力
と威信を喪失したロシアは、ここにおいて十九世紀九○年代から加速してきた極東進出を転換し、近東、ヨーロッパの紛
争
に
備
え
る
方
向
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
外
相
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
「
ア
ジ
ア
の
利
害
は
し
か
る
べ
き
地
位
に
置
く
べ
き
で
あ
る
。
さ
も
ないとわれわれ自身がアジア国家になってしまう。それはロシアにとって最大の不幸である」と語った。「二級国家」転
落への危機意識がロシアを捉えていた。一九○五年革命が求めた改革と共に内政にも外交にも「息継ぎ」が必要とされた
のである（⑤三二）。
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
は
じ
め
に
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
ｌ
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
か
ら
韓
国
併
合
ま
で
Ｉ
加
納
格
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と
犬
ぞ
り
輸
送
す
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
（
⑳
二
八
二
‐
）
。
弱
体
な
ロ
シ
ア
極
東
に
は
経
済
・
社
会
強
化
策
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
検
討
課
題
は
極
東
の
外
交
防
衛
策
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
軍
事
的
弱
体
の
条
件
の
下
で
日
、
米
、
中
の
三
つ
の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
日
露
戦
争
以
前
か
ら
際
立
っ
て
い
た
日
本
の
大
陸
進
出
志
向
が
一
層
強
ま
り
、
攻
撃
的
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
何
を
代
償
に
Ⅱ
本
を
抑
制
で
き
る
か
の
考
慮
が
必
要
で
あ
っ
た
。
他
力
米
西
戦
争
を
経
た
米
国
は
、
太
平
洋
国
家
へ
の
志
向
を
表
明
し
て
束
ア
ジ
ア
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
強
め
て
い
た
。
ま
た
二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
国
境
線
を
有
す
る
中
国
と
の
関
係
安
定
は
、
中
央
ア
ジ
ア
、
シ
ベ
リ
ア
辺
境
の
秩
序
保
持
の
必
須
条
件
で
あ
っ
た
。
辺
境
政
策
と
対
外
政
策
の
こ
の
二
つ
の
面
の
調
整
と
組
み
合
わ
せ
で
極
東
政
策
は
考
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
日
露
戦
争
後
ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
を
、
ロ
シ
ア
極
東
、
韓
国
、
満
州
の
関
わ
り
の
中
で
時
期
的
に
は
第
二
次
露
日
協
商
締
結
の
時
期
ま
で
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
期
の
限
定
は
、
同
じ
時
期
に
断
行
さ
れ
る
Ⅱ
本
の
韓
脚
併
合
が
ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
の
一
つ
の
結
節
点
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
関
心
で
の
Ⅱ
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
史
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
原
暉
之
の
仕
事
は
、
ロ
シ
ア
極
東
の
諸
問
題
が
戦
後
の
新
し
い
制
度
フ
ァ
ク
タ
ー
の
下
で
い
か
な
る
議
論
を
経
過
し
、
制
度
化
さ
れ
た
か
を
包
括
的
に
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
（
⑪
）
。
ま
た
シ
ュ
ラ
ト
フ
の
仕
事
は
、
戦
後
か
ら
第
Ⅲ
次
露
Ⅱ
協
商
ま
で
の
露
Ⅱ
関
係
の
多
面
性
を
ロ
シ
ア
外
交
、
車
部
行
レ
ベ
ル
の
日
本
槻
か
ら
検
討
す
る
も
の
で
、
ロ
シ
ア
の
政
策
決
定
当
事
者
の
多
様
な
見
方
を
一
次
史
料
に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
⑧
）
。
た
だ
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
米
、
巾
関
係
を
含
ん
だ
同
際
関
係
か
ら
Ⅱ
露
関
係
を
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
石
和
静
の
仕
事
は
、
Ⅱ
本
に
よ
る
併
合
に
至
る
韓
国
政
策
を
米
英
の
対
応
と
関
連
付
け
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
逆
に
ロ
シ
ア
極
東
要
川
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
（
⑨
）
。
ロ
シ
ア
、
ソ
連
の
研
究
で
は
い
さ
さ
か
古
い
が
、
ベ
ス
ッ
ー
ジ
ェ
フ
と
グ
リ
ゴ
ル
ッ
ェ
ヴ
イ
チ
の
仕
鞭
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ベ
ス
ッ
ー
ジ
ェ
フ
の
作
Ⅱ
叩
は
、
外
交
分
析
の
古
典
と
い
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
極
東
政
策
を
政
策
決
定
過
程
を
含
め
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分
析
し
て
い
る
（
⑳
）
。
グ
リ
ゴ
ル
ッ
ェ
ヴ
イ
チ
の
作
肺
は
、
極
東
を
対
象
に
し
て
社
会
経
済
状
況
と
国
際
関
係
を
関
連
付
け
て
詳
細
に
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
（
⑱
）
。
韓
国
併
合
問
題
に
つ
い
て
は
ポ
リ
ス
・
バ
ク
と
バ
ク
・
チ
ョ
ン
ヒ
ョ
が
義
兵
運
動
を
含
め
た
韓
国
国
民
、
在
露
韓
国
人
ものである（⑳）。
の
反
応
を
分
析
す
る
本
稿
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
刺
激
を
受
け
て
い
る
が
、
一
次
史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
不
十
分
さ
か
ら
さ
し
あ
た
り
中
間
報
併
と
し
て
お
法
政
史
学
第
七
十
五
号（⑮、⑳）。
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１
１
惣
飛
ｗ
里
Ｌ
Ｌ
ヨ
副
エ
イ
一
九
○
五
年
五
Ⅱ
一
一
九
Ⅱ
、
ニ
コ
ラ
ィ
ニ
世
は
Ⅱ
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
仰
「
本
口
ｕ
、
Ⅱ
本
海
瓶
と
わ
が
艦
隊
の
戦
闘
に
つ
い
て
き
わ
め
て
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
情
報
が
飛
び
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
す
べ
て
は
わ
が
方
の
損
失
に
つ
い
て
だ
が
、
破
損
（
程
度
）
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
の
だ
。
こ
う
し
た
情
報
不
足
状
況
は
ひ
ど
く
苦
し
い
も
の
だ
」
。
情
報
錯
綜
の
こ
の
不
安
な
状
況
は
翌
三
○
Ｈ
も
続
き
、
よ
う
や
く
一
一
一
一
日
に
皇
帝
は
「
シ
シ
マ
」
海
戦
の
結
果
を
完
全
に
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
二
日
間
の
戦
闘
で
ほ
ぼ
全
艦
隊
が
壊
滅
し
、
Ⅶ
今
宵
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
、
身
が
負
傷
し
て
捕
虜
と
な
っ
た
と
い
う
「
ぞ
っ
と
す
る
」
結
末
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
⑱
二
六
一
）
。
こ
う
し
て
戦
局
転
換
を
Ｈ
指
し
た
バ
ル
ト
艦
隊
の
極
東
回
航
が
失
敗
し
、
制
海
権
を
喪
失
し
た
た
め
日
本
車
に
よ
る
上
陸
・
占
領
へ
の
恐
れ
が
ロ
シ
ア
極
東
を
覆
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
て
、
六
月
六
Ｈ
に
皇
帝
主
宰
の
軍
事
評
議
会
が
世
界
を
和
平
仲
介
の
情
報
が
飛
び
交
う
中
で
召
集
さ
れ
た
一
・
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
に
は
既
に
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
一
世
か
ら
米
国
仲
介
に
よ
る
講
和
を
奨
め
る
書
簡
が
服
い
て
い
た
（
④
一
八
二
・
評
議
会
は
、
満
州
へ
の
陸
軍
増
派
要
求
の
可
否
、
予
想
さ
れ
る
日
本
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
島
、
ア
ム
ー
ル
河
口
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
占
領
へ
の
対
応
可
否
、
も
し
く
は
即
時
の
和
平
交
渉
の
適
祈
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
川
席
者
は
、
す
べ
て
が
ロ
シ
ア
極
東
防
衛
は
困
難
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
械
束
太
守
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
は
、
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
、
サ
ハ
リ
ン
島
、
ア
ム
ー
ル
河
口
の
い
ず
れ
も
艦
艇
を
も
た
な
い
場
合
防
衛
は
不
可
能
と
述
べ
た
。
ま
た
沿
ア
ム
ー
ル
軍
管
区
司
令
官
グ
ロ
デ
ン
コ
は
、
極
東
ロ
シ
ア
へ
の
食
編
補
給
が
附
難
と
い
う
根
本
問
題
を
指
摘
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
と
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
防
衛
の
た
め
の
守
備
隊
強
化
は
食
料
の
逼
迫
を
一
層
強
め
る
こ
と
に
な
る
上
に
既
に
危
機
状
態
に
あ
る
サ
ハ
リ
ン
に
中
国
港
湾
に
用
意
済
み
の
備
蓄
小
麦
を
輸
送
す
る
こ
と
も
今
や
困
難
と
な
っ
た
と
グ
ロ
デ
ン
コ
は
述
べ
た
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
領
占
領
へ
の
恐
れ
が
議論の方向性を定めていた（⑬一九九‐）。
き
た
い
。
構
成
と
し
て
は
、
第
一
章
で
ロ
シ
ア
の
戦
後
政
策
の
模
索
、
第
二
章
で
戦
後
体
制
と
そ
の
問
題
点
、
第
三
章
で
ア
メ
リ
カ
の
極
東
政
策
を
原
因
と
す
る
政
策
選
択
と
し
て
露
日
協
商
と
韓
国
併
合
を
位
置
づ
け
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
終
戦
と
講
和
戦
後
極
東
政
策
の
模
索
一一一
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評
議
会
で
は
満
州
へ
の
部
隊
補
充
は
可
能
で
あ
り
、
大
国
の
地
位
維
持
と
川
内
騒
擾
の
鎮
静
化
、
和
平
交
渉
有
利
化
の
た
め
戦
争
を
継
続
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
強
か
っ
た
が
、
「
内
部
の
平
静
」
回
復
、
革
命
の
収
拾
優
先
を
唱
え
た
ヴ
ラ
ジ
ミ
ル
大
公
の
意
見
が
勝
っ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
は
、
こ
れ
以
上
の
戦
闘
継
続
は
、
海
上
戦
闘
能
力
を
も
た
な
い
状
況
で
は
サ
ハ
リ
ン
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
の
喪
失
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
場
合
の
和
平
交
渉
は
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
る
と
講
和
論
に
与
し
た
。
こ
の
翌
日
、
大
統
領
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
親
書
を
携
え
て
謁
見
し
た
米
公
使
メ
イ
ャ
ー
に
ニ
コ
ラ
ィ
ニ
肚
は
、
サ
ハ
リ
ン
攻
撃
の
前
に
和
平
交
渉
に
入
る
と
回
答
し
た
の
で
あ
る
（
⑱
一
一
○
ロ
ブ
は
、
奉
天
う
こ
と
で
あ
る
情
報
で
は
、
Ｈ
本
側
で
は
①
に
つ
い
て
は
列
強
の
抗
議
を
懸
念
し
、
③
に
つ
い
て
は
賠
償
金
に
代
わ
る
経
済
利
権
の
獲
得
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
④
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
管
理
の
全
鉄
道
な
の
か
、
一
部
な
の
か
は
ま
だ
不
明
と
さ
れ
、
当
時
米
資
本
が
策
動
し
て
い
た
鉄
道
の
国
際
中
立
化はありえないとされていた。⑤のサハリンについては漁業権の要求にとどまる可能性が示唆された（⑬一九六「）。
こ
の
内
容
は
、
三
月
に
奉
天
会
戦
の
勝
利
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
小
村
寿
太
郎
の
「
外
相
意
見
書
」
と
比
べ
る
と
、
韓
国
に
関
わ
る
条
件
が
な
く
、
逆
に
東
清
鉄
道
の
譲
渡
可
能
性
、
陸
上
部
隊
の
ザ
バ
イ
カ
ル
進
駐
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。
報
告
し
た
陸
相
サ
ハ
ロ
フ
は
、
奉
天
会
戦
後
日
本
の
要
求
は
強
ま
っ
て
い
る
と
付
け
加
え
た
。
Ⅱ
本
に
と
っ
て
は
韓
国
は
議
論
の
飢
上
に
上
げ
る
必
要
が
な
い
と
い
評
議
会
に
は
東
京
政
府
の
和
平
条
件
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
「
日
本
人
に
き
わ
め
て
近
く
、
一
定
程
度
そ
の
信
任
を
得
て
い
る
」
リ
ャ
オ
ト
ン
とされる人物が一二月一一四日付でもたらした日本の要求は、次の七点であった。①遼東半島ロシア全租借地の日本への譲
渡
、
②
残
る
満
州
全
域
で
国
際
交
易
開
放
と
次
の
条
件
で
情
行
政
の
確
立
、
（
ａ
）
清
の
負
担
に
よ
る
日
本
軍
守
備
隊
の
残
存
、
（
ｂ
）
全
地
下
資源の日本への譲渡、（ｃ）朝鮮から満州への鉄道延伸、③戦時の内外借款と同額の賠償金、④満州鉄道の譲渡、⑤サハ
ハ
ル
ビ
ン
リ
ン
割
譲
、
⑥
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
港
商
業
化
、
⑦
第
二
艦
隊
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
川
航
、
陸
化
部
隊
の
峪
爾
浜
ま
た
は
ザ
バ
イ
カ
ル
進
駐
二、②六○一一一）。
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
日
露
両
国
の
講
和
提
案
受
託
を
公
表
し
た
こ
と
で
、
和
平
交
渉
に
進
む
こ
と
は
確
定
し
た
。
そ
の
後
七
月
末
に
サ
ハ
リ
ン
が
Ⅱ
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
も
の
の
、
八
月
十
二
日
か
ら
米
ポ
ー
ッ
マ
ス
で
講
和
会
議
が
始
ま
っ
た
。
ロ
シ
ア
代
表
団
が
交
渉
に
臨
ん
で
受
け
（⑳一九六‐）。
情
報
で
は
、
Ⅱ
法
政
史
学
第
七
十
五
号
（⑮七二。
四
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交
渉
は
、
ｎ
本
、
ロ
シ
ア
両
案
の
提
示
か
ら
個
別
条
項
の
審
議
へ
と
進
ん
だ
。
焦
点
の
一
つ
は
、
や
は
り
韓
国
問
題
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
案
は「卓絶な利祐」の存在と必要な「指導、保護、監理」を日本に認めたが、同時に韓国皇帝に「主権」が存することの保
障
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
全
権
代
表
ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
こ
れ
は
「
国
際
的
原
理
」
だ
と
主
張
し
た
が
、
日
本
首
席
代
表
小
村
寿
太
郎
は
、
第
一
次日韓協約二九○四年八月締結）を論拠に既に韓国の外交権は制限され、主権は存在していない、「日本の行動の向山
を拘束するものには同意できない」と主張した。結局ロシア側が譲歩し、ロシア臣民の最恵国待遇と露韓同境での領土の
机
而
安
全
保
持
を
入
れ
た
条
件
で
妥
結
し
た
。
も
う
一
つ
の
対
立
は
、
サ
ハ
リ
ン
割
譲
・
賠
償
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
は
、
戦
闘
が
ロ
シ
ア
領
外
で
あ
り
、
戦
争
に
敗
北
し
て
い
な
い
の
で
賠
償
金
を
支
払
う
理
由
が
な
い
と
主
張
し
た
。
ク
リ
ミ
ァ
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
パ
リ講和会議でも賠償金支払いは問題とならなかったというのが言い分である。これに対して日本は、占領領土を賠償金に
結
び
付
け
、
サ
ハ
リ
ン
烏
の
北
半
部
返
還
の
賠
償
と
し
て
支
払
い
を
求
め
た
が
、
ロ
シ
ア
は
認
め
ず
、
結
局
無
賠
償
で
決
着
し
た
（
⑥
一
五
ていた訓令は、次の四点を同意不可としていた。第一に領土割譲、第二に軍事賠償金支払い、第一一一にヴラジヴォストーク
要
塞
の
非
軍
事
化
と
太
平
洋
へ
の
艦
隊
配
備
禁
止
、
第
四
に
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
接
続
鉄
道
の
日
本
へ
の
譲
渡
で
あ
る
。
そ
し
て
韓
国
に
つ
い
て
は
日
本
軍
の
「
占
領
」
は
、
韓
国
の
独
立
と
不
可
侵
に
対
す
る
「
度
を
過
ぎ
た
侵
害
」
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
Ｈ
本
は、これについて日韓協定が行動の「完全な白川」を与えたとは主張できない。なぜなら日本の権力奪取は韓国皇帝の意
思に反して行われたという「反駁できない資料」が存在するからである。したがって講和会議でロシアが主張すべきは、
韓国の「完全独立の確認」、Ⅱ本軍の「撤退義務」である。ロシアは、Ⅱ本の韓国での「優越なる地位」の権利を承認す
る
用
意
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
沿
海
州
地
方
に
接
す
る
韓
国
北
部
」
ヘ
の
軍
配
備
、
軍
備
強
化
の
禁
止
、
航
行
の
自
由
を
確
保
す
る
ため韓国南部の要塞建設禁止を獲得する必要がある。戦前に行われた日露協定交渉の論点の一つであった韓国北部及び南
部の施術強化禁止は、終戦後も変わらず問題となったことになる（⑯二一一一四‐、⑬三九○）。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
日
本
代
表
剛
へ
の
訓
令
で
「
絶
対
的
必
要
条
件
」
と
さ
れ
た
遼
東
半
島
、
南
満
州
支
線
譲
渡
に
関
し
て
は
対
立
は
生
じ
な
い
も
の
の
、
韓
国
の
「
自
由
処
分
」
、
「
相
対
的
重
要
」
と
さ
れ
た
軍
費
賠
償
と
サ
ハ
リ
ン
及
び
隣
接
諸
島
の
割
譲
に
つ
い
て
は
両
国
の
隔
た
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
日
本
代
表
な
い
も
の
の
、
韓
国
の
「
自
由
処
りは大きかった（⑮一○四）。
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
五
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２
日
本
の
韓
国
・
満
州
進
出
と
ロ
シ
ア
講
和
条
約
を
調
印
し
た
日
本
は
、
早
々
に
戦
後
体
制
の
実
体
化
へ
と
動
い
た
。
そ
れ
は
、
三
つ
の
方
向
を
と
っ
た
。
第
一
に
韓
国
植
民
地
化
推
進
、
第
二
に
満
州
経
済
利
権
強
化
、
第
三
に
輔
国
北
部
に
連
な
る
ロ
シ
ア
極
東
へ
の
進
出
で
あ
る
。
。
〉
ン
ヨ
シ
韓
川
に
お
け
る
柿
民
地
化
は
次
の
よ
う
に
進
ん
だ
。
皇
帝
高
宗
は
、
講
和
会
議
前
に
蝉
川
の
独
立
維
持
を
ニ
コ
ラ
イ
ー
一
価
に
訴
え
、
条
約
調
印
後
も
外
相
を
ソ
ウ
ル
在
各
同
大
使
館
に
派
遣
し
、
そ
の
考
え
を
訴
え
て
き
た
。
韓
国
の
そ
う
し
た
意
志
を
お
し
つ
ぶ
し
た
の
が
第
二
次
Ⅱ
韓
協
約
で
あ
っ
た
。
一
九
○
五
年
十
一
月
十
六
Ⅱ
深
夜
、
伊
藤
博
文
特
派
大
使
、
林
権
助
公
使
、
長
谷
川
好
道
駐
箭
軍
刺
令
官
ら
は
車
警
察
を
伴
っ
て
宮
廷
に
押
し
入
り
、
高
宗
に
協
約
へ
の
署
名
を
迫
っ
た
。
そ
れ
は
、
韓
国
の
外
交
権
剥
奪
と
日
本
政
府
代
表
機
関
と
し
て
統
監
職
設
置
を
承
認
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
東
京
外
務
省
を
通
じ
て
韓
脚
対
外
関
係
」
は
実
現
さ
れ
、
統
監
は
「
ソ
ウ
ル
に
駐
在
し
、
主
に
外
交
問
題
チ
ャ
ン
チ
ュ
ン
調印』一、｛」れた講和条約は、韓国については先の条件を一一条に含み、中‐国については遼東半島、南満州鉄道の長春Ⅱ旅順
間
の
和
倍
権
を
譲
渡
す
る
と
し
た
。
ま
た
両
川
は
巾
‐
脚
の
満
州
経
済
発
展
の
施
策
を
妨
げ
な
い
義
務
を
負
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
溝
和
会
議
で
ロ
シ
ア
代
表
団
が
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
近
辺
海
域
に
お
け
る
Ⅱ
本
の
漁
業
権
（
十
一
条
）
と
通
商
Ⅱ
航
行
条
約
締
結
（
１
二
条
）
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
Ⅱ
本
の
大
陸
進
叩
Ⅲ
と
北
〈
に
ロ
シ
ア
極
東
の
安
全
保
障
に
強
く
関
わ
る
た
め
に
以
降
の
鱒
Ⅱ
交
渉
の重要な論点となった（⑳一六六‐）。
九
月
五
Ｈ
に
講
和
条
約
は
調
印
さ
れ
た
。
こ
こ
に
ロ
シ
ア
は
積
極
的
な
極
東
政
策
を
岻
換
す
る
こ
と
に
な
り
、
極
東
に
は
ロ
シ
ア
に
代
わ
り
、
重
要
な
地
域
勢
．
●
刀
と
し
て
Ⅱ
本
が
そ
の
地
歩
を
問
め
た
。
そ
し
て
米
国
は
、
「
来
る
太
平
洋
時
代
」
を
兄
越
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
大
統
領
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
を
「
要
塞
化
す
る
」
必
要
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
、
わ
が
脚
の
「
利
益
保
持
」
の
た
め
に
太
平
洋
で
「強化きるべき肢重要課題」で、「われわれのこれからの歴史はヨー‐ロッパに隣叱り合う大西洋での地位よ・り‘も、中‐同に隣
り
合
う
太
平
洋
に
お
け
る
地
位
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
、
日
米
の
勢
力
が
強
ま
る
中
で
極
東
政
策
を
模
索するのである（⑳、⑳六九）。
九‐）。 法政
史
学
第
七
十
五
号
一ハ
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淌
州
に
つ
い
て
は
Ⅲ
本
政
府
は
、
十
月
に
要
求
内
容
を
閣
議
決
定
し
、
北
京
で
十
二
川
に
Ⅱ
滴
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
ア
ン
ト
ン
ム
ク
デ
ン
経
済
利
権
を
Ⅱ
本
に
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
講
和
条
約
に
規
定
し
た
遼
東
半
島
、
南
満
州
鉄
道
の
取
得
、
韓
国
鉄
道
と
安
東
Ⅱ
奉
天
線
の
接
フ
ー
シ
ュ
ン
イ
エ
ン
タ
イ
ヤ
ル
ー
続
、
撫
順
・
伽
（
川
の
石
炭
採
掘
権
、
奉
犬
連
絡
鉄
道
の
Ⅱ
本
経
営
、
鴨
緑
江
右
山
圷
の
森
林
利
権
、
満
韓
国
境
線
貿
易
の
最
忠
Ｎ
待
遇
、
峪
爾
浜
、
長
春
な
ど
満
州
十
六
都
巾
の
外
川
人
利
界
の
設
微
で
あ
る
。
ま
た
秘
癖
部
分
で
桁
政
府
は
南
満
州
鉄
道
平
行
線
建
設
の
禁
止
要
求
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
条
約
締
結
後
満
州
へ
の
日
本
の
経
済
進
出
は
加
速
し
、
南
満
州
鉄
道
会
社
設
立
（
○
六
年
六
月
）
、
関
東
総
督
府
設
置
勅
令
（
川
八
月
）
、
銀
行
の
満
州
支
店
開
設
な
ど
が
続
い
た
。
ロ
シ
ア
政
府
は
、
ｎ
本
の
こ
れ
ら
の
満
州
政
策
に
つ
い
て
は
目
立
っ
た
異
論
を
提
起
べている。こ這
○、③一三九、
に
か
か
わ
る
統
沿
を
行
う
」
の
で
あ
る
。
高
宗
は
、
こ
の
経
緯
を
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
に
書
き
送
り
、
Ⅱ
本
の
行
動
を
諸
国
政
府
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。
諸
国
が
「
文
明
と
人
権
の
利
益
」
の
立
場
か
ら
日
本
を
非
難
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
ロ
シ
ア
外
務
省
を
通
じ
て
各
国
に
伝
達
さ
れ
た
。
し
か
し
、
各
国
政
府
は
冷
淡
で
、
「
桂
Ⅱ
タ
フ
ト
協
定
」
を
七
川
に
締
結
し
て
い
た
米
川
、
第
二
次
Ⅱ
英
同
槻
で
日
本
の
韓
国
に
お
け
る
「
特
殊
権
諦
」
を
承
認
し
て
い
た
英
脚
は
、
と
も
に
Ⅱ
本
の
対
韓
政
策
を
追
認
し
た
。
他
の
諸
国
も
何
様
の
立
場
を
と
り
、
ソ
ウ
ル
の
各
国
大
使
館
は
次
々
と
閉
鎖
さ
れ
、
領
事
館
に
格
下
げ
さ
れ
た
。
他
方
日
本
は
○
六
年
二
月
、
伊
藤
博
文
を
統
監
に
据
えた統監部を設世した。商宗は、外務省閉鎖に同意せざるをえなかった（⑮三八一‐、⑳六二「、⑦一九○‐）。
諾
脚
が
Ⅱ
本
の
韓
国
保
護
川
化
を
追
認
す
る
中
で
ロ
シ
ア
政
府
の
動
き
は
そ
の
違
い
で
際
立
っ
て
い
た
。
新
劔
靭
に
予
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
ソ
ン
ヘ
の
訓
令
に
は
、
次
の
よ
う
な
日
本
へ
の
異
議
が
含
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
韓
国
の
「
独
立
」
は
、
講
和
条
約
で
日
本
に
与
え
ら
れ
た
「
優
位
」
の
た
め
暖
昧
と
な
っ
た
が
、
廃
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
Ⅱ
本
は
行
動
に
お
い
て
韓
国
の
「
合
意
」
を
前
提
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
欠
く
場
合
ロ
シ
ア
は
抗
議
の
権
利
を
右
す
る
。
ま
た
八
Ｎ
年
締
結
の
露
朝
条
約
の
有
効
性
も
拒
張
し
、
敞
那
認
証
に
関
し
て
も
日
本
政
府
で
は
な
く
、
韓
国
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
ロ
シ
ア
の
立
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
露
戦
争
下
に
韓
同
全
土
を
Ｈ
本
軍
が制圧する中で出た「韓露条約廃棄勅宣諜」を認めないということである。高宗がニコライーー仙に送った新たな譜簡は、
「われらが地と胞比の運命に爺も真剣な注意を向けねばならない。私の川を衝いて川る一一一一ｍ葉は、独立と、王権である」と述
べている。こうしてロシアは、日本の韓国政策について高宗の意志を認めて唯一異論を唱えたのである（⑮一一一八七、三九
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
五
九
、－〆
○
し
／
Hosei University Repository
ダ
ー
リ
エ
ン
しなかったが、日本が大連港と南満州鉄道、また満韓国境で行う関税政策と商口叩輸出は、諸国の対清貿易に影響し、「門
戸開放原則」からの逸脱として非難を呼ぶことになるのである（⑭一一五一、⑳五四‐、一三九）。
こ
の
よ
う
に
Ⅱ
本
の
韓
剛
、
満
州
へ
の
進
出
政
策
は
○
五
’
○
六
年
に
迅
速
に
推
し
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
ロ
シ
ア
極
東
と
の
関
係
が
露
日
関
係
で
形
作
ら
れ
る
の
は
は
る
か
に
遅
れ
て
一
九
○
七
年
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
極
東
へ
の
強
い
進
出
欲
を
日
本
が
あ
ら
か
じ
め
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
小
村
が
戦
争
中
に
提
出
し
た
意
見
書
に
よ
れ
ば
、
「
韓
満
並
び
に
沿
海
州
に
お
け
る
わ
が
利
権
」
の
拡
張
が
「
こ
の
機
」
に
お
い
て
な
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
峪
爾
浜
の
割
譲
と
と
も
に
沿
海
州
沿
岸
と
河
川
に
お
け
る
「
漁
業
の
白
Ⅱ
阯
田
」
、
ア
ム
ー
ル
河
川
か
ら
ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
の
「
航
行
の
自
由
」
、
シ
ベ
リ
ア
内
地
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
、
そ
し
て
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
の
開
港
を
求
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
が
講
和
条
約
十
一
条
、
十
一
一
条
に
意
図
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
韓
同
、
満
州
進
出
と
沿
海
州
、
シ
ベ
リ
ア
へ
の
進
出
は
一
体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ロ
シ
ア
極
東
は
、
Ⅱ
本
に
と
り
極
め
て
重
要
な
Ⅱ標だったといえよう（⑮五九‐）。
で
は
ロ
シ
ア
は
戦
後
の
極
東
政
策
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ヴ
ィ
ッ
テ
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
中
国
市
場
進
出
、
ア
ジ
ア
ヘ
の
発
展
を
実
現
す
る
環
境
が
失
わ
れ
た
こ
の
時
期
に
ロ
シ
ア
社
会
を
捉
え
て
い
た
の
は
「
阿
戦
の
危
機
」
意
識
で
あ
る
。
講
和
条
約
が
両
軍
の
満
州
撤
退
を
定
め
た
も
の
の
実
現
せ
ず
、
い
た
っ
て
満
州
の
［
Ⅱ
本
丘
〈
員
、
軍
備
が
増
強
さ
れ
る
状
況
、
韓
国
の
植
民
地
化
が
進
み
、
韓
国
北
部
の
日
本
軍
兵
力
が
強
化
さ
れ
る
状
況
は
、
海
上
戦
力
を
ほ
ぼ
持
た
な
い
た
め
に
深
刻
な
危
機
意
識
を
生
ん
だ
。
そ
の
た
め
終
戦
後
わ
ず
か
半
年
の
一
九
○
六
年
二
月
に
は
戦
争
近
し
に
よ
る
パ
ニ
ッ
ク
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
捉
え
た
。
こ
の
不
安
を
背
景
に
ロ
シ
ア
を
規
定
す
る
国
内
外
の
要
肉
は
、
三
つ
存
在
し
た
。
第
一
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
情
勢
で
あ
る
。
英
仏
同
盟
形
成
後
こ
の
時
期
は
モ
ロ
ッ
コ
問
題
を
め
ぐ
り
英
仏
と
独
填
の
対
立
が
強
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
同
盟
国
フ
ラ
ン
ス
と
保
守
的
沼
主
の
連
携
を
持
つ
ド
イ
ツ
と
の
間
で
ロ
シ
ア
の
位
置
を
微
妙
に
し
て
い
た
。
第
二
に
国
内
情
勢
で
あ
る
。
革
命
の
混
乱
は
一
九
○
五
年
秋
ま
さ
に
極
限
に
達
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
介
入
も
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
場
〈
口
最
も
現
実
的
だ
っ
た
の
は
隣
接
す
る
ド
イ
ツ
の
治
安
介
入
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
英
仏
、
独
填
い
ず
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
組
み
込
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
関
連
し
て
ロ
シ
ア
の
政
策
選
択
を
難
し
く
し
て
い
た
。
第
一
一
一
は
政
府
内
の
対
抗
で
あ
る
。
対
日
脅
威
、
対
日
復
讐
の
立
場
か
ら
米
、
独
、
情
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
接
近
論
が
あ
る
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
重
視
の
立
場
か
ら
極
東
問
題
の
鎮
静
化
の
た
め
の
対
［
Ⅱ
口
接
近
の
旋
張
も
あ
法
政
史
学
第
七
十
五
号
八
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関
す
る
交
渉
で
あ
っ
た
。
１
露
日
協
商
へ
露
Ⅱ
関
係
は
、
術
和
条
約
調
印
後
も
安
定
に
向
か
わ
な
か
っ
た
。
韓
国
保
護
国
化
へ
の
ロ
シ
ア
の
不
同
意
、
領
事
認
証
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
両
国
間
の
不
安
定
な
関
係
を
表
し
て
い
た
。
こ
の
不
安
定
さ
の
中
で
露
日
関
係
改
善
へ
英
仏
は
、
借
款
問
題
を
横
枅
に
働
き
掛
け
た
。
露
Ｈ
関
係
改
善
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
の
主
要
ア
ク
タ
ー
に
戻
す
こ
と
が
ド
イ
ツ
と
の
強
ま
る
対
立
に
お
い
て
必
要
だ
か
ら
で
あ
（２）
る
。
こ
の
働
き
か
け
で
露
Ⅱ
両
国
は
、
○
六
年
二
月
に
一
応
の
国
交
回
復
を
行
っ
た
。
露
日
関
係
の
不
安
定
さ
を
如
実
に
示
し
た
の
は
、
○
六
年
七
月
「
八
月
に
始
ま
っ
た
講
和
条
約
に
基
づ
く
通
商
Ⅱ
航
行
協
定
と
漁
業
協
定
に
こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
の
戦
後
極
東
政
策
は
対
外
関
係
と
帝
国
内
政
策
の
両
、
の
検
討
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
模
索
は
、
韓
国
・
中
国
政
策
と
極
東
の
地
域
政
策
、
国
際
関
係
の
机
関
の
中
で
一
九
○
七
年
に
よ
う
や
く
一
つ
の
方
向
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
ある（⑪八「、⑳一○九‐）。
（１）
った。また軍事面の検討も外交の方向性と相関しつつ重要であった。一九○六年一一口灯に開催された軍事評議会では外相一フ
ム
ズ
ド
ル
フ
が
日
本
の
再
攻
撃
の
可
能
性
は
低
い
と
し
た
が
、
再
戦
懸
念
を
否
定
は
で
き
ず
、
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
ロ
シ
ア
軍
事
力
の
「
不
釣
り
合
い
な
弱
体
化
」
を
避
け
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
新
た
な
敗
北
は
、
君
主
制
の
崩
壊
に
結
果
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
た
翌
三
月
の
軍
事
評
議
会
は
、
軍
事
重
要
地
点
の
植
民
推
進
、
食
糧
ほ
か
の
備
蓄
形
成
、
軍
事
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
の
私
企
業
育
成
、
交
通
網
の
発
達
が
必
要
と
決
定
し
た
。
こ
れ
は
ア
ム
ー
ル
川
艦
隊
設
立
、
ア
ム
ー
ル
鉄
道
の
建
設
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ム
ー
ル
鉄
道
の
建
設
は
、
東
清
鉄
道
が
不
安
定
な
状
態
に
お
か
れ
た
た
め
に
極
東
へ
の
交
通
確
保
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
二
月
に
沿
ア
ム
ー
ル
総
督
ウ
ン
テ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
の
提
州
し
た
覚
書
「
現
下
極
東
に
お
け
る
わ
が
状
況
」
は
、
驚
く
べ
き
速
さ
で
戦
争
を
準
備
し
て
い
る
と
Ⅱ
本
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
ロ
シ
ア
極
東
防
衛
の
必
要
を
訴
え
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
軍
事
戦
略
上
の
必
要
描
潰
と
と
も
に
ア
ム
ー
ル
お
よ
び
沿
海
州
へ
の
急
速
な
植
民
の
実
現
で
あ
る
。
「
軍
と
大
砲
だ
け
で
は
地
方
を
最
終
的
に
強
化
す
る
力
は
わ
れ
わ
れ
に
は
な
い
」
の
で
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
二
極
東
関
係
の
構
築
九
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漁
業
協
定
交
渉
で
は
日
本
は
、
Ⅱ
本
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
ベ
ー
リ
ン
グ
の
三
海
域
に
お
い
て
ロ
シ
ア
人
と
何
等
の
漁
業
権
（
魚
類
、
海
洋
動
物
、
海
草
収
集
）
を
Ｈ
本
人
に
許
可
す
る
こ
と
、
そ
の
場
合
土
着
住
民
に
許
可
さ
れ
て
い
る
湾
、
川
を
除
き
ロ
シ
ア
人
と
同
じ
漁
場
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
、
沿
岸
に
加
工
、
保
存
の
た
め
の
施
設
、
倉
庫
、
そ
の
ほ
か
の
構
築
物
の
建
設
、
運
用
を
求
め
た
。
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
に
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
に
ロ
シ
ア
領
太
平
洋
の
全
海
岸
線
五
六
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
漁
場
開
放
要
求
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
シ
ア
は
、
防
衛
、
植
民
、
極
東
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
利
害
と
い
う
観
点
か
ら
難
色
を
示
し
た
。
ロ
シ
ア
で
は
、
こ
の
時
期
閣
僚
会
議
（
内
閣
）
が
発
足
し
、
そ
の
下
で
個
人
農
民
創
出
、
移
住
促
進
に
よ
る
農
村
過
剰
人
口
解
消
を
目
指
す
農
業
改
革
が
着
手
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
た
軍
事
的
観
点
か
ら
軍
要
地
域
へ
の
植
民
促
進
も
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
植
民
者
の
重
要
な
生
活
の
資
と
な
る
漁
業
分
野
で
Ⅱ
本
の
要
求
を
受
け
通
商
Ⅱ
航
行
協
定
に
関
す
る
日
本
の
要
求
は
、
旧
九
五
年
協
定
の
内
容
に
新
た
な
項
目
を
加
え
て
い
た
が
、
次
が
主
な
要
求
で
あ
っ
た
。
①
満
州
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
の
陸
路
輸
出
の
無
関
税
化
、
②
自
由
港
廃
止
の
場
合
満
州
国
境
の
関
税
は
シ
ベ
リ
ア
諸
港
の
徴
収
関
税
を
上
ま
わ
ら
な
い
こ
と
、
③
ス
ン
ガ
リ
川
の
Ⅱ
本
船
日
出
航
行
、
④
ア
ジ
ア
居
住
日
本
人
の
ヴ
ィ
ザ
取
得
簡
易
化
、
⑤
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
Ⅱ
ナ
Ⅱ
ア
ム
ー
レ
の
領
事
館
開
設
、
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
Ⅱ
カ
ム
チ
ャ
ッ
キ
ー
の
領
事
館
員
駐
在
、
で
あ
る
。
①
の
無
関
税
輸
出
が
実
現
し
た
場
合
日
本
は
、
大
連
を
陸
揚
げ
港
と
し
て
満
州
鉄
道
、
東
清
鉄
道
を
経
て
ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
、
さ
ら
に
ウ
ス
リ
ー
鉄
道
を
経
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ま
で
安
価
な
商
品
輸
出
を
可
能
と
し
、
ロ
シ
ア
製
船
は
い
う
に
及
ば
ず
、
米
、
英
、
独
製
ｕ
叩
と
の
競
争
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ザ
取
得
簡
易
化
は
、
日
本
人
の
シ
ベ
リ
ア
進
出
を
後
押
し
す
る
も
の
で
あ
る
。
要
求
の
中
で
交
渉
を
難
航
さ
せ
た
の
は
、
ス
ン
ガ
リ
川
の
向
山
航
行
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
北
満
州
、
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
日
本
商
品
浸
透
が
容
易
と
な
る
が
、
自
由
航
行
は
露
清
間
で
協
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
権
利
で
あ
り
、
日
本
に
拡
大
す
る
に
は
協
定
の
兇
而
し
か
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
代
表
の
マ
レ
フ
ス
キ
ー
Ⅱ
マ
レ
ヴ
ィ
チ
は
、
こ
れ
を
認
め
る
と
最
恵
国
待
遇
を
右
す
る
英
米
も
同
じ
要
求
を
提
川
で
き
る
と
し
て
、
要
求
を
拒
祈
し
た
。
Ⅲ
本
政
府
は
、
講
和
条
約
と
「
門
戸
開
放
」
原
則
を
論
拠
に
繰
り
返
し
開
放
を
求
め
た
。
ロ
シ
ア
に
は
満
州
に
「
強
同
な
足
場
」
を
持
た
な
い
今
と
な
っ
て
は
対
立
の
理
由
と
せ
ず
、
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
蔵
相
コ
コ
フ
ッ
ォ
フ
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
外
杣
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
が
日
本
の
ロ
シ
ア
極
東
へ
の
経
済
浸
透
の
可
能
性
を
与
え
る
と
反
対
し
た
た
め
ス
ン
ガ
リ
航
行
権
要
求
を
斥
け
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
と
る
と
決
議
し
た
。
交
渉
は
行
き
詰
っ
た
の
で
あ
る
（⑭三○）。
法
政
史
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入
れ
る
こ
と
は
肯
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
漁
業
交
渉
の
全
権
代
表
と
な
っ
て
い
た
外
務
次
官
グ
バ
ス
ト
フ
は
、
十
月
十
二
Ｈ
の
声
明
で
漁
業
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
一
級
の
重
要
性
を
持
ち
、
日
本
の
要
求
を
容
れ
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
岸
の
杣
氏
地
化
の
障
害
と
な
る
と
不
同
意
を
表
明
し
た
。
ま
た
海
洋
叩
乳
動
物
で
日
本
側
が
求
め
た
の
は
鯨
捕
獲
で
あ
る
が
、
川
乳
動
物
は
露
米
英
問
の
同
際
条
約
に
よ
り
ロ
シ
ア
領
海
内
の
捕
獲
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
交
渉
は
、
こ
の
た
め
漁
業
権
に
含
ま
れ
る
海
洋
生
物
の
範
閉
、
ま
た
開
放
漁
場
と
な
る
湾
、
入
江の定義をめぐってやはりデッドロックにぶつかることとなった（⑳一二七）。
こ
の
よ
う
に
露
Ｈ
交
渉
は
、
始
め
ら
れ
た
も
の
の
展
望
が
見
出
さ
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
打
開
し
た
の
は
、
露
英
関
係
改
善
で
あ
る
。
一
九
○
六
年
九
Ⅱ
、
仏
外
机
は
在
仏
ロ
シ
ア
大
使
ネ
リ
ド
フ
に
英
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
業
の
検
討
を
奨
め
、
駐
英
フ
ラ
ン
ス
大
使
カ
ム
ポ
ン
が
英
政
府
は
ロ
シ
ア
に
譲
歩
の
川
意
が
あ
る
片
を
伝
え
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
で
は
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
の
外
相
就
任
に
合
わ
せ
て
半
戸
紙
『
ノ
ー
ヴ
ォ
エ
・
ヴ
レ
ー
ミ
ャ
」
に
露
英
関
係
改
善
に
つ
い
て
ペ
ル
シ
ャ
の
影
響
圏
分
割
と
「
海
峡
問
題
」
で
の
英
の
同
意
を
条
件
と
す
る
論
説
、
他
方
英
半
官
紙
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
ロ
シ
ア
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
進
出
断
念
と
引
き
換
え
に
ペ
ル
シ
ャ
の
影
響
圏
分
割
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
チ
ベ
ッ
ト
現
状
維
持
の
条
件
で
関
係
改
善
を
提
起
す
る
「
観
測
球
」
が
掲
城
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
汎
月
末
か
ら
向
同
の
接
触
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
九
Ｍ
に
開
催
さ
れ
た
ロ
シ
ア
政
府
の
特
別
癖
議
会
は
、
ペ
ル
シ
ャ
援
助
の
、
正
導
椛
を
め
ぐ
る
対
立
を
英
主
導
の
提
案
に
沿
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
決
し
た
。
陸
相
パ
リ
ッ
ィ
ン
は
、
「
軍
事
復
興
を
考
え
た
場
合
、
紛
争
原
因
を
取
り
除
く
手
段
と
し
て
英
と
の
協
定
が
有
利
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
後
翌
年
二
月
の
ペ
ル
シ
ャ
の
影
響
圏
分
割
細
目
の
検
討
、
四
月
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題の審議を経てロシアはイギリスとアジア圏の安全保障で合意を進めることになる（⑳一○三、⑭一三○、⑳六一一、⑤一一一
露
Ⅱ
交
渉
へ
こ
の
動
き
が
反
映
し
た
の
は
、
一
九
○
七
年
一
月
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
○
六
年
末
に
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
ロ
シ
ア
全
軍
の
期
限
付
き
満
州
撤
退
を
声
明
し
、
環
境
整
備
を
行
っ
た
。
一
月
十
八
日
、
在
露
英
国
大
使
は
、
交
渉
全
権
代
表
本
野
に
対
し
て
進
行
し
て
い
る
露
英
協
商
締
結
の
阻
害
要
因
が
露
、
交
渉
の
停
滞
に
あ
る
と
述
べ
た
。
「
露
国
外
務
大
臣
は
往
々
Ⅱ
露
談
判
の
未
だ
帰
結
せ
ざ
る
を
川
実
と
し
、
：
・
英
国
と
の
協
商
も
無
益
な
る
の
棋
れ
あ
ろ
を
も
っ
て
総
て
日
露
談
判
の
終
了
後
に
譲
り
た
し
」
と
の
意
見
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
露
凶
よ
り
適
当
の
条
件
を
持
っ
て
発
議
す
る
場
合
に
は
好
意
を
持
っ
て
こ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
必
要
な
り
」
と
い
う
の
が
そ
の
結
論
で
一一）○ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
Hosei University Repository
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
は
本
野
Ⅱ
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
の
二
月
六
日
の
会
談
で
日
本
と
の
関
係
改
善
後
外
交
の
中
心
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
す
こ
と
、
露
日
合
意
の
条
件
は
極
東
の
現
状
維
持
に
あ
る
と
の
表
明
が
あ
っ
た
。
「
露
国
が
現
在
極
東
に
お
い
て
有
す
る
サ
ハ
リ
ン
島
半
部
竝
太
平
洋
沿
岸
の
領
土
を
侵
害
せ
ら
れ
ざ
る
の
保
障
を
得
ば
、
露
国
は
日
本
が
こ
の
た
び
戦
争
に
よ
り
て
得
た
る
一
切
の
果
実
を
全
然
承
認
し
て
将
来
決してこれを争わざることを保証するに嬬蹄せず」と述べたという（⑰九七「一○○、⑭一六六）。
露
英
協
商
を
目
指
す
こ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
て
通
商
Ⅱ
航
行
協
定
、
漁
業
協
定
交
渉
も
活
発
化
し
た
。
漁
業
交
渉
に
お
い
て
は
難
航
し
て
い
た
漁
場
問
題
で
除
外
す
る
一
一
一
八
の
湾
、
入
江
を
合
意
し
、
ビ
ー
バ
ー
、
オ
ッ
ト
セ
イ
以
外
の
捕
獲
を
承
認
し
た
。
こ
の
た
め
春
季
漁
期
の
開
始
を
急
ぐ
日
本
は
、
五
月
に
は
議
定
書
に
調
印
し
た
。
ま
た
通
商
Ⅱ
航
行
協
定
に
つ
い
て
は
対
立
し
て
い
た
ス
ン
ガ
リ
川
自
由
航
行
の
要
求
を
日
本
は
二
月
に
取
り
下
げ
た
。
こ
の
ほ
か
議
定
書
に
お
い
て
韓
国
に
つ
い
て
商
工
業
・
航
行
に
関
す
る
日
本
の
「
特
別
な
関
係
」
及
び
マ
ラ
ッ
ヴ
エ
ル
ス
タ
カ
海
峡
以
東
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
関
す
る
日
本
の
「
特
権
的
地
位
」
、
逆
に
中
国
が
ロ
シ
ア
領
内
「
五
○
露
型
」
で
有
す
る
商
業
特
権
を
承
認
し
た
。
ロ
シ
ア
外
務
省
は
、
Ⅱ
本
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
関
係
を
「
わ
が
領
土
外
の
ア
ジ
ア
大
陸
で
変
化
し
た
状
況
の
結
果
」
と
し
、
相
互
の
譲
歩
に
よ
り
「
ロ
シ
ア
は
中
国
と
一
定
の
独
立
し
た
合
意
に
入
る
権
利
を
保
持
し
、
日
本
は
韓
国
と
、
ロ
シ
ア
の
利
害
が
発
展
す
る
こ
と
の
な
い熱帯地方でフリーハンドを得る」と考えたのである（⑭一一一二「）。
一
九
○
七
年
七
Ⅱ
二
八
Ⅱ
、
通
商
Ⅱ
航
行
条
約
と
漁
業
協
約
は
調
印
さ
れ
、
三
○
Ⅱ
に
は
政
治
協
定
（
露
Ⅱ
協
商
）
が
調
印
さ
れ
た
。
露
英
協
商
が
八
月
三
一
日
、
日
仏
協
定
が
六
月
十
日
に
調
印
さ
れ
た
の
で
露
仏
、
英
仏
協
商
に
加
え
て
こ
の
夏
に
英
仏
露
日
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
協
商
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
と
日
本
と
の
間
の
多
国
間
協
商
の
成
立
で
あ
る
（
⑩
一
七
九
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
に
よ
る
韓
国
の
強
硬
な
統
合
策
を
承
認
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
七
月
二
四
Ｈ
に
第
三
次
日
韓
協
約
が
締
結
さ
れ
、
韓
国
は
法
令
制
定
、
高
官
任
免
に
つ
い
て
も
日
本
人
統
監
の
監
督
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
開
催
さ
れ
た
第
二
Ⅲ
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
国
際
世
論
に
訴
え
よ
う
と
韓
国
皇
帝
高
宗
は
、
特
使
派
遣
に
あ
た
っ
て
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
に
書
簡
を
送
り
、
行
動
へ
の
協
力
を
求
め
て
い
た
。
書
簡
に
は
韓
国
は
日
露
戦
争
中
に
「
中
立
声
明
」
を
発
し
た
が
、
日
本
は
わ
が
国
に
「
言
語
道
断
な
取
り
扱
い
」
を
行
っ
て
い
る
と
あ
っ
た
。
ま
た
会
議
宛
の
親
書
、
特
別
書
簡
で
は
第
二
次
日
韓
協
約
を
「
日
本
に
よ
る
私
の
権
利
の
侵
害
」
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
日
本
は
、
私
を
臓
着
し
、
侮
蔑
を
持
っ
て
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
だ
け
で
な
く
他
の
諸
国
に
も
将
来
関
わ
る
こ
と
法
政
史
学
第
七
十
五
号
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２
協
商
後
露
日
関
係
と
「
ル
ー
ト
Ⅱ
高
平
協
定
」
露
日
協
商
の
締
結
も
、
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
が
楽
観
し
た
よ
う
な
極
東
の
安
定
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
。
一
九
○
七
年
春
か
ら
の
Ｈ
本
の
活
発
な
漁
業
操
業
、
満
州
で
の
積
極
的
な
行
動
、
そ
れ
に
よ
る
ロ
シ
ア
極
東
へ
の
圧
迫
を
目
の
当
た
り
に
し
て
ロ
シ
ア
世
論
は
硬
化
し
た
。
ロ
シ
ア
、
日
本
両
国
漁
業
者
の
せ
り
に
よ
っ
て
漁
区
が
落
札
さ
れ
た
漁
業
権
で
は
日
本
企
業
が
漁
場
を
席
捲
し
た
。
一
九
○
七
年
に
日
本
企
業
は
、
九
○
区
中
六
五
区
を
取
得
し
た
が
、
日
本
優
位
の
状
況
は
そ
の
後
も
変
化
し
な
か
っ
た
。
一
○
年
に
一
四
九
区
中
一
二
七
区
、
十
三
年
に
は
二
○
四
区
中
一
八
五
区
を
Ⅱ
本
資
本
が
占
め
た
の
で
、
日
本
海
及
び
北
洋
漁
業
は
ほ
ぼ
Ⅱ
本
企
業
の
独
占
状
態
に
お
か
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
ロ
シ
ア
人
名
義
で
実
際
は
日
本
企
業
の
支
配
下
に
あ
る
漁
区
も
あ
り
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
で
は
陸
上
施
設
も
日
本
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
に
な
る
。
日
本
は
自
分
に
都
合
が
い
い
こ
と
は
す
べ
て
行
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
道
と
国
際
法
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
高
宗
の
こ
の
訴
え
は
、
ハ
ー
グ
に
お
い
て
ロ
シ
ア
と
Ⅱ
本
の
協
調
行
動
に
よ
り
封
じ
こ
め
ら
れ
、
こ
の
試
み
を
理
由
に
高
宗
は
強
制
的
に
退
位
さ
せ
ら
れ
た
の
である（⑮一二九五「、⑬一一一九三）。
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
○
八
年
二
月
に
議
会
で
国
際
協
商
体
制
確
立
を
目
指
し
た
こ
の
間
の
ロ
シ
ア
外
交
を
説
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
間
の
露
日
交
渉
で
失
っ
た
の
は
、
日
本
が
執
着
し
た
南
サ
ハ
リ
ン
と
、
わ
れ
わ
れ
の
「
現
実
の
力
」
と
釣
り
合
わ
な
か
っ
た
南
満
州
と
遼
東
半
島
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
露
日
協
商
は
、
釣
り
合
う
利
益
が
な
い
と
い
う
日
本
国
内
の
不
満
は
あ
る
に
せ
よ
、
諸
国
際
協
定
の
全
体
的
連
関
の
「
環
」
と
し
て
極
東
平
和
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
協
商
外
の
独
米
も
同
じ
く
「
極
東
の
確
か
な
均
衡
と
確
実
な
平
和
の
維
持
」
を
Ⅱ
指
し
て
お
り
、
極
東
に
は
「
同
際
的
合
意
と
利
害
の
総
体
の
網
」
、
「
好
ま
し
い
政
治
的
雰
囲
気
」
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
こ
の
間
の
交
渉
の
総
括
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
「
日
本
は
こ
れ
か
ら
の
一
○
年
間
は
ロ
シ
ア
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
ロ
シ
ア
に
必
要
な
「
外
交
の
息
継
ぎ
」
が
確
保
さ
れ
た
す
る
楽
観
論
が
あ
る
（
⑳
二
六
‐
、
⑳
一
四
○
）
。
こ
う
し
て
各
国
間
協
調
を
う
た
う
戦
後
国
際
関
係
が
極
東
に
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
露
仏
協
商
、
露
英
協
商
を
考
え
れ
ば
、
ア
ジ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
域
に
渡
る
体
制
形
成
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
広
範
さ
と
多
角
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
問
題
は
極
東
へ
の
米
独
の
介
入
と
い
う
形
で
表
出
す
る
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
一一一
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こ
の
時
期
日
米
問
も
緊
張
す
る
に
至
っ
た
。
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
で
意
図
し
た
極
東
地
域
の
露
日
均
衡
は
、
日
本
の
地
位
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
失
敗
に
終
わ
り
、
様
々
な
懸
案
が
日
米
間
に
生
じ
た
。
満
州
、
韓
国
と
の
貿
易
、
移
民
、
密
漁
、
米
国
内
の
黄
化
論
の
台
頭
で
あ
る
。
米
企
業
は
日
本
保
護
国
化
が
進
む
韓
国
か
ら
排
除
さ
れ
、
満
州
に
お
け
る
輸
出
競
争
も
激
し
く
な
っ
た
。
一
九
○
六
年
春
、
米
商
後
も
緊
張
し
、
一
部
の
独
塊
接
近
論
とになった（⑳一一一九「一一三○）。
さ
れ
る
。
日
本
人
漁
民
に
よ
る
密
漁
も
盛
ん
で
、
○
九
年
に
は
一
八
三
件
の
協
定
違
反
が
報
告
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
日
本
人
漁
民
と
ロ
シ
ア
官
憲
と
の
衝
突
事
件
も
発
生
し
た
（
三
重
丸
事
件
）
。
日
本
政
府
は
、
漁
船
監
視
と
援
助
の
名
目
で
漁
場
に
軍
艦
を
派
遣
し
た
が
、
ロ
シ
ア
に
は
これは軍事デモンストレーションと映り、在日ロシア大使の抗議を呼んだ（⑭三八「四二）。
他
方
満
州
、
韓
国
へ
の
Ｈ
本
の
進
出
も
本
格
化
し
た
。
こ
の
時
期
鉄
道
建
設
と
そ
の
た
め
の
借
款
供
与
が
諸
列
強
進
畑
の
楠
杯
と
な
っ
た
こ
シ
ン
ミ
ン
ト
ン
ム
ク
デ
ン
キ
ー
リ
ン
チ
ャ
ン
チ
ュ
ン
と
は
周
知
で
あ
る
が
、
○
七
年
四
月
に
新
民
屯
Ⅱ
奉
天
Ⅱ
士
口
林
Ⅱ
長
春
鉄
道
建
設
、
○
八
年
に
は
長
春
Ⅱ
土
口
林
鉄
道
へ
の
借
款
供
７
を
清
政
ム
ク
デ
ン
ア
ン
ト
ン
イ
ン
ゴ
ウ
府
と
調
印
し
た
。
ま
た
奉
天
Ⅱ
安
東
間
の
鉄
道
広
軌
化
改
修
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
極
東
の
連
関
で
重
要
と
し
て
強
制
着
工
し
、
獲
得
し
た
営
口
Ⅱ
ダ
シ
シ
ャ
オ
大
石
橋
鉄
道
を
南
満
州
鉄
道
と
接
続
し
た
。
奉
天
Ⅱ
安
東
間
鉄
道
改
修
は
、
鴨
緑
江
に
架
橋
し
て
ソ
ウ
ル
か
ら
接
続
し
、
韓
満
鉄
道
と
す
る
意
図
で
あ
っ
た
（
①
一
七
○
）
。
○
七
年
夏
の
間
鳥
肌
兵
と
Ⅱ
清
間
の
武
力
衝
突
、
そ
れ
に
伴
う
軍
備
増
強
も
阿
境
に
隣
接
す
る
た
め
ロ
シ
ア
に
脅
威
を
引
き
起
こ
し
た
。
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
本
野
に
対
し
て
Ⅱ
清
の
鉄
道
協
定
は
、
ロ
シ
ア
社
会
に
脅
威
を
呼
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
鉄
道
建
設
地
で
の
日
本
の
活
動
は
、
対
象
を
中
国
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
い
る
か
ら
だ
、
ま
た
韓
国
北
部
で
の
通
常
で
な
い
軍
事
力
増
強
も
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
野
は
、
日
本
の
対
外
政
策
の
目
標
は
ロ
シ
ア
で
は
な
く
、
中
国
に
あ
り
、
戦
略
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
の
ア
ム
ー
ル
鉄
道
も
川
様
で
あ
る
と
答
え
た
が
、
ロ
シ
ア
の
対
日
脅
威
論
は
や
ま
な
か
っ
た
。
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
ロ
シ
ア
極
東
の
福
利
向
化
と
軍
事
的
保
障
措
偶
の
必
要
を
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
に
進
一
一
一
一
ｍ
し
た
。
新
聞
紙
上
は
、
露
Ⅱ
関
係
悲
観
論
で
満
ち
た
。
Ⅱ
本
と
の
協
定
を
修
正
可
能
な
「
過
ち
」
と
考
え
る
の
は
極
東
の
商
工
業
利
害
か
ら
不
可
能
で
あ
り
、
中
国
に
接
近
し
立
場
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
（『レーチ」）、将来の復讐に備え、「黄色の危険」に対応するために独澳と接近すべきである（『ゼムシチーナ』）という論
説
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
Ⅱ
指
す
方
向
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
Ⅱ
本
を
不
安
視
す
る
点
で
一
致
し
て
い
た
。
露
日
関
係
は
、
こ
う
し
て
協
商
後
も
緊
張
し
、
一
部
の
独
澳
接
近
論
を
除
け
ば
米
、
情
接
近
論
が
ポ
ス
ニ
ア
危
機
が
一
段
落
し
た
○
八
年
秋
に
、
よ
り
一
層
勢
い
を
増
す
こ
法
政
史
学
第
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国
務
長
官
ル
ー
ト
は
、
日
本
は
遼
東
半
島
と
韓
満
国
境
か
ら
満
州
へ
の
無
関
税
輸
出
を
行
う
一
力
で
米
製
舶
に
輸
入
制
限
を
か
け
て
、
南
満
州
で
の
日
本
の
利
益
優
先
を
図
っ
て
い
る
と
非
難
し
、
満
州
「
門
戸
開
放
」
の
維
持
を
求
め
た
。
ま
た
米
企
業
家
ハ
リ
ベ
ル
ト
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
商
工
会
議
所
で
こ
れ
以
止
日
本
が
韓
国
で
強
力
化
す
る
こ
と
は
韓
国
だ
け
で
な
く
中
国
で
も
米
国
企
業
の
競
争
力
を
そ
ぐ
こ
と
に
な
る
と
警
告
し
、
米
岡
内
の
反
日
意
識
を
高
め
た
。
夏
に
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
で
日
本
人
密
漁
者
の
射
殺
・
逮
捕
事
件
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
日
本
人
子
弟
の
公
立
学
校
入
学
制
限
が
起
こ
り
、
上
院
議
員
か
ら
は
「
ア
メ
リ
カ
は
、
社
会
生
活
に
ア
ジ
ア
人
を
受
け
れ
ら
れ
な
い
」
と
いう発一一一一口が出た。このためにアメリカは、協商網形成に反発して接近したドイツに、中同を加えて米独中協商を形成する
動
き
を
見
せ
た
。
一
九
○
七
年
十
Ⅱ
、
タ
フ
ト
は
上
海
で
米
国
の
意
図
は
中
国
の
領
上
一
体
保
持
に
あ
る
と
演
説
し
、
翌
十
一
月
に
は
ル
ー
ズ
ヴエルトが同盟形成を提起したドイツに米独中三国の共同行動は可能とⅢ答し池（⑳七六、六五、七七、一六五‐）。
し
か
し
、
米
独
中
関
係
の
緊
密
化
で
牽
制
し
な
が
ら
米
国
の
対
応
は
両
面
的
で
、
極
東
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
強
め
た
日
本
へ
の
融
和
的
態
度
も
見
せ
た
。
○
六
年
末
の
議
会
教
書
で
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
日
本
人
排
斥
に
つ
い
て
一
一
一
一
口
及
し
、
米
国
人
は
日
本
で
適
切
に
処
遇
さ
れ
て
お
り
、
米
国
内
で
日
本
人
を
相
当
に
扱
わ
な
い
こ
と
は
わ
が
文
明
の
劣
等
の
表
白
と
な
る
と
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
に
対
す
る
と
同
じ
く
日
本
人
へ
の
公
正
な
対
応
は
「
人
道
と
文
明
へ
の
義
務
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
○
七
年
秋
訪
Ⅱ
し
た
国
務
長
官
タ
フ
ト
は
、
Ⅱ
本
の
韓
倒
保
護
国
化
に
理
解
を
示
し
た
。
「
日
本
は
、
法
に
則
っ
て
古
風
な
国
家
で
あ
る
隣
国
に
お
い
て
改
革
を
企
図
し
た
」
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
強
力
な
国
家
が
「
法
と
秩
序
を
維
持
す
る
能
力
を
持
つ
政
府
を
有
し
な
い
国
民
の
問
題
に
、
…
よ
り
よ
い
政
府
を
つ
く
る
の
を
助
け
る
目
的
で
関
与
す
る
こ
とが民族的義務で、それが進歩に奉仕するような時代に生きている」のである（⑳、⑳一六三）。
こ
の
後
青
木
大
使
更
迭
に
よ
る
独
接
近
論
の
強
ま
り
が
あ
っ
た
も
の
の
、
日
米
関
係
は
高
平
人
使
の
着
任
か
ら
改
善
に
向
か
っ
た
。
移
民
問
題
で
の
「
紳
士
協
定
」
締
結
、
米
艦
隊
の
日
本
招
待
表
明
（
○
八
年
三
月
）
、
日
米
仲
裁
協
定
締
結
、
相
互
保
安
協
定
締
結
（
五
月
）
に
よ
る
贋
造
砧
、
商
標
問
題
を
め
ぐ
る
通
商
問
題
解
決
、
米
の
韓
国
に
お
け
る
治
外
法
権
放
棄
で
あ
る
。
こ
の
帰
結
が
十
》
月
の
「
Ⅱ
米
交
換
覚
書
」
（
「
ル
ー
ト
Ⅱ
高
平
協
定
」
）
調
印
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
両
国
は
、
領
外
の
太
平
洋
諸
島
領
有
に
つ
い
て
共
通
の
目
的
、
意
図
を
考
慮
し
、
相互の領土尊重、中国の独立不可侵、商業の平等可能性原則の擁護を宣一一一一口し池（⑳’七一一、⑳一七一一一、⑩二○一一）・
「
ル
ー
ト
Ⅱ
一
口
向
平
協
定
」
調
印
は
、
米
、
中
接
近
論
が
存
在
す
る
ロ
シ
ア
に
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
駐
仏
人
使
ネ
リ
ド
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
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フ
は
、
協
定
締
結
で
立
場
を
強
化
し
た
日
本
は
、
南
方
で
は
な
く
中
国
と
シ
ベ
リ
ア
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
と
懸
念
を
表
明
し
た
。
ロ
シ
ア
の
加
盟
可
能
性
を
探
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
そ
の
意
見
で
あ
っ
た
。
駐
日
大
使
マ
レ
ヴ
ィ
チ
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
家
が
平
等
な
権
利
を
保
持
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
太
平
洋
全
域
で
他
の
諸
国
を
上
川
る
海
軍
力
を
有
す
る
米
日
が
交
易
、
現
状
維
持
、
領
土
領
有
の
相
互
維
持
を
合
意
し
た
点
が
も
っ
と
も
重
要
と
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
で
Ⅱ
本
が
影
響
力
を
強
化
す
る
第
一
歩
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
日
本
の
満
州
「
占
領
」
を
止
め
る
こ
と
の
で
き
た
米
中
川
盟
の
可
能
性
が
取
り
除
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
は
、
Ⅱ
本
の
一
層
の
強
化
を
警
戒
し
た
。
ロ
シ
ア
の
こ
の
協
定
へ
の
参
加
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
マ
レ
ヴ
ィ
チ
は
、
太
平
洋
地
域
の
ロ
シ
ア
の
領
有
に
露
日
協
商
と
共
に
「
二
重
の
保
障
」
を
与
え
る
、
ま
た
ロ
シ
ア
北
東
岸
の
「
無
関
税
貿
易
」
の
た
め
に
懸
念
さ
れ
る
衝
突
に
つ
い
て
の
保
障
も
与
え
る
と
利
点
を
認
め
つ
つ
も
、
慎
重
な
対
応
を
と
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
は
米
の
「
帝
国
主
義
的
方
向
性
」
で
、
そ
の
拡
大
が
ハ
ワ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
留
ま
ら
ず
、
ロ
シ
ア
極
東
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
、
も
う
一
つ
は
Ⅱ
米
露
そ
れ
ぞ
れ
の
対
中
関
係
と
太
平
洋
の
軍
事
能
力
の
非
対
称
性
で
あ
る
。
日
本
は
米
と
の
協
定
で
中
国
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
い
で
済
む
が
、
ロ
シ
ア
は
中
国
と
「
最
良
の
関
係
」
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
陸
上
国
境
を
接
す
る
対
中
関
係
の
重
要
性
の
表
れ
で
あ
る
。
ま
た
太
平
洋
海
域
の
保
安
維
持
の
た
め
の
連
合
艦
隊
参
加
に
ついてはロシアには不可能なので「委任状」を渡すことになるのである（⑳一八○、⑲一二六‐一二八、一一一一○）。
こ
の
よ
う
に
Ⅱ
米
関
係
強
化
は
、
露
Ｈ
協
商
に
よ
り
地
域
の
安
定
を
得
ら
れ
る
と
考
え
た
ロ
シ
ア
に
新
た
な
不
安
を
も
た
ら
し
た
。
極
東
の
戦
後
脚
際
関
係
は
米
の
介
入
に
よ
り
複
雑
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
国
内
の
不
安
定
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
情
朝
末
期
の
中
同
を
に
ら
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
表
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
八
年
末
の
議
会
宛
教
書
で
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
Ⅱ
本
を
枇
界
の
第
一
級
国
に
飛
蹄
し
た
と
持
ち
上
げ
た
。
「
こ
の
半
世
紀
に
Ⅱ
本
が
成
し
遂
げ
た
世
界
諸
脚
の
一
級
の
地
位
へ
の
飛
躍
は
、
過
去
の
歴
史
に
比
肩
す
べ
き
も
の
が
な
ど
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
が
意
図
し
た
Ⅱ
本
と
協
調
す
る
極
東
へ
の
介
入
は
、
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
○
九
年
に
登
場
し
た
タ
フ
ト
政
権
は
、
日
米
協
定
か
ら
転
換
し
、
日
本
と
の
対
抗
を
強
め
た
か
ら
で
あ
る
（
⑫
）
。
１
満
州
鉄
道
問
題
と
同
盟
関
係
法
政
史
学
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一
つ
は
、
政
府
内
の
関
係
省
庁
協
議
会
に
よ
る
対
応
策
の
検
討
で
あ
る
。
五
川
初
め
、
閣
僚
会
議
へ
の
報
告
に
は
日
本
漁
船
の
ロ
シ
ア
海
域
で
の
活
動
規
制
、
沿
海
州
北
部
地
方
の
多
く
の
港
湾
へ
の
外
国
船
舶
の
寄
港
禁
止
、
沿
海
州
北
部
へ
の
外
国
人
居
住
禁
止
な
ど
一
連
の
ロ
シ
ア
極
東
強
化
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
中
で
も
目
を
引
く
の
は
、
日
本
の
ス
パ
イ
活
動
防
止
策
と
中
国
人
、
韓
国
人
流
入
防
止
策
で
あ
る
。
前
者
は
陸
海
軍
省
所
管
施
設
建
設
地
へ
の
外
国
人
流
入
の
禁
止
と
、
軍
事
交
通
施
設
の
撮
影
な
ど
へ
の
罰
則
を
検
討
す
る
と
し
た
。
後
者
は
国
有
地
へ
の外国人の居住、借地を禁止した（⑳二一一五‐一四五）。もう一つの反響は、極東政策についての陸机スホムリノフと外
相
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
、
蔵
相
コ
コ
フ
ッ
ォ
フ
の
対
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
陸
相
ス
ホ
ム
リ
ノ
フ
が
皇
帝
上
奏
、
閣
僚
会
議
に
お
い
て
日
本
脅
威論を述べたことに始まった。皇帝上奏ではスホムリノフは、太平洋地域の防衛状況は希望を持てないにもかかわらず、
蔵
相
は
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
防
衛
強
化
の
た
め
に
予
算
支
出
を
認
め
な
い
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
ウ
ン
テ
ル
ベルゲルの主張は、パニックをただ広げるものだと非難し、海相ヴォエドフスキーは「最近までの敵」のわが国への関係
は
平
静
で
あ
り
、
わ
が
国
へ
の
軍
事
企
図
は
米
英
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
不
可
能
だ
と
論
じ
た
。
こ
の
問
題
は
、
対
外
同
盟
関
係
を
め
一
九
○
八
～
○
九
年
に
か
け
て
ロ
シ
ア
極
東
体
制
整
備
へ
の
動
き
が
明
確
と
な
っ
た
。
○
八
年
七
月
に
は
東
清
鉄
道
の
代
替
と
し
て
ア
ム
ー
ル
鉄
道
建
設
が
議
会
で
可
決
さ
れ
、
皇
帝
の
裁
可
を
得
た
。
同
十
二
月
に
は
自
由
港
廃
止
法
が
採
択
さ
れ
、
○
九
年
六
月
に
は
極
東
植
民
委
員
（５）
会
も
設
置
さ
れ
た
（
⑪
）
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
動
き
は
、
○
八
年
秋
の
ポ
ス
ニ
ァ
危
機
の
高
ま
り
、
対
外
政
策
の
失
敗
に
よ
る
野
党
の
政
府
批
判
、
ま
た
外
交
防
衛
政
策
に
つ
い
て
政
府
内
対
立
が
強
ま
る
中
で
進
ん
だ
。
政
府
内
対
立
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
日
露
戦
争
後
一
貫
し
て
日
本
の
脅
威
へ
の
対
応
を
訴
え
て
き
た
沿
ア
ム
ー
ル
総
督
ウ
ン
テ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
が
○
九
年
二
月
に
改
め
て
覚
書
「
沿
ア
ム
ー
ル
地
方
の
緊
要
な
要
求
」
を
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
に
提
出
し
た
こ
と
に
発
し
て
い
る
。
ウ
ン
テ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
は
、
こ
こ
で
Ⅱ
本
の
軍
事
的
登
場
は
必
然
で
、
そ
れ
は
韓
国
と
満
州
で
の
日
本
の
地
位
強
化
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
大
陸
で
の
新
た
な
侵
略
行
動
を
準
備
す
る
も
の
だ
と
し
た
。
ウ
ン
テ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
が
そ
の
対
応
策
と
し
て
求
め
る
の
は
、
極
東
地
方
へ
の
ロ
シ
ア
人
移
住
促
進
、
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
、
ア
ム
ー
ル
河
口
の
軍
備
強
化
、
陸
海
軍
戦
力
増
強
で
あ
る
。
ウ
ン
テ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
の
結
論
に
は
、
「
敵
を
迎
え
る
用
意
は
平
和
を
保
障
す
る
が
、
準
備
を
怠
れ
ば
破
滅
的
な
結
果
を
伴
う
戦
争
を
呼
ぶ
」
と
あ
る
（
⑳
二
五
九
、
⑰
）
。
こ
の
覚
書
は
、
政
府
内
で
二
つ
の
反
響
を
生
み
出
し
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
■■－－－■■
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米
資
本
に
よ
る
東
北
ア
ジ
ア
の
鉄
道
網
建
設
に
つ
い
て
は
鉄
道
王
ハ
リ
マ
ン
の
計
画
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
、
束
北
部
中
国
、
シ
ベ
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ⅱ
ロ
シ
ア
を
結
ぶ
大
陸
横
断
鉄
道
建
設
を
図
る
壮
大
な
も
の
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
Ｈ
米
銀
行
に
よ
る
南
満
州
鉄
道
株
式
取
得
を
約
し
た
ハ
リ
マ
ン
Ⅱ
桂
協
定
が
一
九
○
五
年
秋
に
一
日
一
締
結
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ハ
リ
マ
ン
の
こ
う
し
た
動
き
は
、
ロ
シ
ア
首
都
に
は
単
な
る
「
噂
」
の
レ
ベ
ル
で
し
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
続
い
て
○
六
年
に
は
ハ
リ
マ
ン
と
関
わ
り
を
持
つ
銀
行
家
シ
フ
の
活
動
も
あ
っ
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。
他
方
で
ロ
シ
ア
に
は
様
々
な
レ
ベ
ル
で
東
清
鉄
道
維
持
へ
の
疑
念
が
存
在
し
て
い
た
。
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
取
引
所
委
員
会
は
、
○
九
年
に
東
清
鉄
道
の
維
持
は
ロ
シ
ア
沿
海
州
に
大
き
な
害
を
も
た
ら
す
旨
の
声
明
を
出
し
た
。
政
府
内
で
も
束
清
鉄
道
不
要
論
は
、
コ
コ
フ
ッ
ォ
フ
を
中
心
に
存
在
し
、
ア
ム
ー
ル
鉄
道
建
設
方
針
の
決
定
後
ロ
シ
ア
財
務
省
の
ワ
シ
ン
ト
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
ウ
ィ
レ
ン
キ
ン
が
コ
コ
フ
ッ
ォ
フ
と
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
の
承
認
を
得
て
銀
行
連
合
へ
の
鉄
道
売
却
を
シ
フ
と
協
議
し
た
。
こ
れ
は
南
満
州
鉄
道
へ
ユ
ア
ン
シ
カ
イ
の借款に成功した日本が消極的対応に移ったため、また西大后の死去、土星世凱の失脚による滴政府の態度変化で失敗に終
わ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
政
府
内
に
は
そ
の
後
も
東
清
鉄
道
売
却
案
が
存
続
し
た
。
す
こ
し
後
だ
が
、
一
○
年
一
月
に
在
清
財
務
省
職
員
ガ
ィ
エ
ル
は
、
日
本
に
対
抗
し
英
米
と
協
調
す
る
な
ら
ば
ア
ム
ー
ル
鉄
道
完
成
後
の
東
清
鉄
道
売
却
は
ロ
シ
ア
の
利
益
に
合
致
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
内
に
こ
う
し
た
意
見
が
あ
る
中
で
米
か
ら
満
州
中
立
化
案
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
⑰
六
五
「
⑳
一
四
九
、
⑳
一
四
六
‐
）
。
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
か
ら
政
権
を
受
け
た
タ
フ
ト
は
、
ア
ジ
ア
政
策
を
積
極
化
さ
せ
た
。
そ
の
日
的
は
、
「
門
戸
開
放
」
、
「
機
会
均
等
」
を
主
張
し
て
き
て
も
中
国
貿
易
で
諸
列
強
の
下
位
に
甘
ん
じ
る
米
資
本
の
進
出
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
タ
フ
ト
は
、
就
任
前
に
「
中
国
は
ア
メ
リ
カ
の
思
想
と
原
則
で
浸
透
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
」
と
そ
の
立
場
を
述
べ
て
い
た
（
⑳
一
八
六
）
。
こ
の
積
極
方
針
は
、
中
国
中
央
部
と
ある。
ぐ
る
議
論
へ
発
展
し
、
ス
ホ
ム
リ
ノ
フ
は
、
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
の
意
図
に
沿
っ
て
日
本
と
の
衝
突
に
備
え
て
独
填
と
の
関
係
改
善
を
主
張
し
た
。
閣内対立を受けて皇帝はココフッォフに極東視察を命じた（⑫一一一一二‐’一一一七）。この対立が存在する中でロシア政府は、
○
九
年
五
月
に
日
露
戦
争
後
初
め
て
満
州
で
の
積
極
対
外
政
策
と
し
て
清
政
府
と
東
清
鉄
道
付
属
地
管
理
に
関
す
る
露
清
予
備
協
定
を
調
印
し
た（⑳一七三）。これは、吟爾浜の行政制度をめぐり対立してきたアメリカとの関係を悪化させるものであった。しかし、
こ
れ
が
具
体
化
す
る
以
前
に
満
州
の
鉄
道
全
体
が
国
際
対
立
の
焦
点
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
米
政
府
に
よ
る
満
州
鉄
道
国
際
化
を
め
ぐ
る
問
題
で
法
政
史
学
第
七
十
五
号
■■■■■■■■■■■Ｌ
八
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こ
の
う
ち
中
国
中
央
部
へ
の
浸
透
は
、
当
時
既
に
進
行
し
て
い
た
英
独
仏
資
本
に
よ
る
鉄
道
建
設
借
款
へ
の
介
入
で
あ
っ
た
。
英
独
仏
三
国
ハ
ン
ゴ
ウ
チ
エ
ン
ド
資
本
は
、
狐
の
漢
、
Ⅱ
成
都
線
、
英
仏
の
広
東
Ⅱ
漢
、
線
と
競
△
口
す
る
路
線
の
借
款
で
机
互
〈
口
意
に
達
し
て
連
携
を
深
め
、
○
九
年
七
月
に
フ
グ
ア
ン
は一一一国による新たな湖広鉄道建設の借款調印を行っていた。これに対して米は、中国の借款に抗議するとともに一二国側に
鉄
道
建
設
へ
の
米
の
参
加
を
求
め
た
。
「
商
業
の
門
戸
開
放
と
中
国
の
領
土
保
全
は
（
諸
国
の
）
完
全
で
率
直
な
協
力
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
よ
く
維
持
さ
れ
、
米
英
独
仏
を
含
ん
だ
利
益
が
こ
の
目
的
に
は
望
ま
し
い
」
と
い
う
の
が
そ
の
言
い
分
で
あ
る
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
な
い
と
み
る
と
、
タ
フ
ト
は
、
「
個
人
的
に
米
資
本
が
中
川
発
展
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
強
い
関
心
が
あ
る
」
と
す
る
電
報
を
清
朝
要
人
に
打
電
し
て米資本の借款参加のため圧力を加えた。この結果○九年秋、米資本は湖広鉄道借款参加を獲得した（⑳一九三）。
東
北
部
で
は
南
満
州
鉄
道
と
東
清
鉄
道
の
買
収
、
新
た
な
鉄
道
建
設
に
よ
っ
て
満
州
鉄
道
の
国
際
化
を
図
る
計
画
で
あ
る
。
内
容
か
ら
は
ハ
リ
マ
ン
案
の
繰
り
返
し
と
み
ら
れ
る
も
の
で
、
違
い
は
英
独
仏
資
本
の
参
加
を
求
め
る
点
で
あ
っ
た
。
既
設
鉄
道
に
加
え
て
新
た
な
鉄
道
と
し
ジ
ニ
ジ
ェ
ウ
チ
チ
ハ
ル
ア
イ
グ
ン
て
遼
東
半
島
に
近
い
錦
城
か
ら
斉
々
吟
爾
を
経
て
ロ
シ
ア
国
境
の
愛
琿
に
達
す
る
鉄
道
建
設
が
立
案
さ
れ
た
。
一
」
の
路
線
は
、
日
本
が
運
川
す
る
南
満
州
鉄
道
に
並
行
し
、
さ
ら
に
露
満
国
境
に
達
す
る
た
め
Ⅱ
本
の
満
州
維
営
に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
か
ら
す
れ
ば
、
ア
ム
ー
ル
の
主
要
都
市
ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
近
接
し
て
い
て
安
全
保
障
上
の
懸
念
が
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
を
急
が
せ
た
の
は
、
ポ
ス
ニ
ァ
Ⅱ
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
併
合
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
国
際
的
地
位
の
低
下
、
日
本
に
よ
る
中
国
へ
の
先
に
見
た
一
連
の
不
平
等
協
定
押
し
付
け
と
南
満
州
で
の
地
位
強
化
、
露
Ｈ
関
係
の
緊
張
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
⑳
一
九
七
）
。
米
銀
行
Ｍ
現
地
代
表
ス
ト
レ
イ
ト
は
、
こ
れ
に
よ
り
米
資
本
の
満
州
、
モ
ン
ゴ
ル
、
シ
ベ
リ
ア
へ
の
積
極
浸
透
の
道
を
開
く
と
と
も
に
、
英
仏
米
資
本
が
満
州
で
の
日
、
露
の
優
勢
を
終
わ
ら
せ
る
効
果
的
な
手
段
と
な
る
と
し
て
米
銀
行
団
を
説
得
し
た
。
し
た
が
っ
て
鉄
道
国
際
化
案
は
、
満
州
に
お
け
る
鉄
道
と
商
品
市
場
の
日
露
独
占
状
況
を
欧
米
資
本
に
開
放
す
る
狙
い
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
、
日
本
が
事
実
上
満
州
で
占
め
て
き
た
独
占
的
地
位
へ
の
挑
戦
が
な
さ
れ
た
。
日
米
交
換
覚
書
で
日
米
間
の
緊
密
化
が
予
想
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
一
年
で
日
米
関
係
は
、
再
び
緊
張
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
月
二
日
に
は
四
国
借
款
団
と
清
政
府
の
間
で
錦
城
Ⅱ
愛
琿
鉄
道
建
設
予
備
協
定
が
調
印
さ
れ
た
□
こ
れ
を
受
け
て
脚
務
長
官
ノ
ッ
ク
ス
の
指
示
で
駐
露
ア
メ
リ
カ
大
使
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
は
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
と
会
見
し
て
東
清
鉄
道
売
却
と
国
際
化
を
打
診
し
た
。
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
は
、
国
束
北
部
の
二
つ
の
方
向
を
と
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
一
九
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際
借
款
団
へ
の
売
却
に
よ
り
満
州
を
中
立
化
す
る
こ
と
で
日
本
の
攻
撃
可
能
性
を
失
わ
せ
、
満
州
を
露
、
問
の
「
緩
衝
国
家
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
得
し
た
。
中
国
の
独
立
が
必
要
で
あ
っ
て
、
Ⅱ
本
の
占
領
政
策
に
反
対
し
門
戸
開
放
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
帝
国
国
家
ロ
シ
ア
の
辺
境
安
全
保
障
策
の
核
心
と
い
え
る
「
緩
衝
地
帯
」
概
念
が
含
ま
れ
て
い
る
。
狙
い
は
露
日
分
離
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
第
一
に
日
本
は
満
州
中
立
化
に
応
じ
な
い
、
第
二
に
ロ
シ
ア
の
こ
の
計
画
支
持
は
露
日
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
、
第
三
に
満
州
が
中
立
化
さ
れ
て
も
「
基
地
と
し
て
の
韓
国
」
を
保
持
す
る
の
で
日
本
の
攻
撃
可
能
性
は
失
わ
れ
な
い
と
い
っ
た
理
由
を
挙
げて明確な回答を回避した（⑳一一○三）。
同
じ
時
期
日
本
も
ロ
シ
ア
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
。
暗
殺
で
果
た
せ
な
か
っ
た
伊
藤
博
文
の
提
案
は
、
駐
Ｈ
大
使
マ
レ
ヴ
ィ
チ
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
本
野
が
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
に
日
露
同
盟
締
結
を
説
得
し
た
。
日
本
の
軍
事
企
図
は
ロ
シ
ア
に
向
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
戦
争
の
成
果
を
維
持
す
る
目
的
で
あ
る
。
両
国
の
同
盟
締
結
は
、
他
の
諸
国
が
（
企
図
を
）
断
念
す
る
よ
う
な
大
き
な
力
を
生
み
出
し
う
る
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
日
露
同
盟
が
中
国
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
懸
念
を
表
明
し
中
同
を
含
む
日
露
精
に
よ
る
協
定
を
提
案
し
た
が
、
本
野
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
Ⅱ
本
は
、
中
国
の
再
生
を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
滴
帝
同
の
必
然
的
解
体
の
と
き
に
備
え
て
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
野
の
意
見
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
は
、
極
東
の
二
大
軍
事
勢
力
で
あ
る
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
い
ず
れ
と
同
盟
関
係
に
入
る
か
の
選
択
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
⑳
三
六
二
）
。
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
、
本
野
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
を
受
け
て
十
一
月
二
五
日
に
皇
帝
上
奏
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
極
東
政
策
の
最
終
的
な
選
択
の
時
が
来
た
と
し
、
三
つ
の
道
を
示
し
た
。
第
一
は
、
欧
米
諸
国
の
後
ろ
盾
を
得
て
満
州
へ
の
日
本
の
膨
張
に
歯
止
め
を
か
け
る
。
つ
ま
り
ノ
ッ
ク
ス
提
案
に
応
じ
る
道
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
露
Ｈ
協
商
は
あ
る
に
せ
よ
、
Ｈ
本
と
の
関
係
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
第
二
は
、
日
露
関
係
の
緊
密
化
、
公
式
同
盟
の
締
結
で
、
こ
れ
に
よ
り
満
州
に
と
ど
ま
ら
ず
中
国
全
体
を
露
日
支
配
の
下
に
置
く
方
向
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
悪
化
が
起
こ
る
。
そ
し
て
第
一
一
一
は
日
本
に
対
抗
し
て
中
国
と
の
関
係
を
緊
密
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
日
本
と
の
協
定
深
化
が
現
実
的
だ
と
い
う
の
が
外
相
の
意
見
で
あ
っ
た
。
「
現
在
は
、
戦
前
の
状
況
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
そ
の
時
同
じ
く
伊
藤
が
日
本
か
ら
の
非
公
式
提
案
を
携
え
て
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
た
。
今
わ
れ
わ
れ
へ
呼
び
か
け
つ
つも、彼の呼びかけは銃弾で中断された。本野のこの声明は暗爾浜で伊藤が一一一一口うことができなかったことを補っていると
法
政
史
学
第
七
十
五
号
二
○
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ロ
シ
ア
政
府
の
こ
の
決
定
は
、
日
本
の
攻
撃
を
予
想
し
て
沿
海
州
か
ら
要
人
家
族
の
脱
出
が
行
わ
れ
る
と
い
う
再
戦
の
脅
威
が
社
会
を
再
び
覆
っ
て
い
る
な
か
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
十
二
月
に
ノ
ッ
ク
ス
は
、
各
国
に
正
式
に
覚
書
を
送
り
脚
際
化
案
推
進
を
図
る
が
、
Ｈ
本
と
「
緊
密
な
意
見
交
換
」
を
経
た
ロ
シ
ア
は
日
本
川
符
と
同
Ｈ
の
一
○
年
一
月
一
一
一
Ⅱ
に
服
式
川
答
を
米
に
迎
佇
し
た
。
そ
れ
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
が
奪
わ
れ
て
い
る
状
況
」
で
東
清
鉄
道
を
そ
の
担
い
手
と
位
置
付
け
、
建
設
に
伴
っ
た
巨
額
の
支
出
と
そ
れ
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
分
離
し
え
な
い
「
環
」
で
あ
る
こ
と
を
売
却
否
定
の
理
由
と
し
た
。
ま
た
第
二
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
の
錦
愛
鉄
道
に
対
し
て
は
ロ
シ
ア
領
に
達
す
る
意
図を不明としてこれを保留とした（⑲一五二「）。
以
上
の
よ
う
に
一
九
○
九
年
秋
か
ら
一
○
年
年
頭
に
か
け
て
ロ
シ
ア
は
、
対
米
協
調
か
対
Ⅱ
同
脱
か
の
選
択
で
極
東
の
軍
事
状
況
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
政
治
に
お
け
る
地
位
を
考
慮
し
て
、
極
東
の
よ
り
小
さ
な
危
険
と
し
て
Ⅱ
本
と
の
同
盟
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
既
に
こ
の
時
期
日
本
が
決
定
し
て
い
た
韓
国
併
合
へ
の
ロ
シ
ア
の
最
終
的
な
対
応
を
迫
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
思
わ
れ
る
」
。
中
国
接
近
の
「
道
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
理
論
的
に
は
最
も
有
利
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
私
の
確
信
で
は
わ
れ
わ
れ
を
極
東
で
の
新
し
い
戦
争
へ
、
以
前
の
敵
と
出
会
い
、
ほ
と
ん
ど
積
極
的
な
何
盟
者
を
も
ち
え
な
い
戦
争
へ
と
導
く
で
あ
ろ
う
」
。
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
は
、
こ
の
選
択
を
示
さ
れ
て
「
朕
個
人
に
と
っ
て
ロ
シ
ア
が
選
ぶ
道
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
と
の
鮫
も
緊
密
な
協
定
に
入
る
こ
と
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
こ
の
後
開
催
さ
れ
た
特
別
審
議
会
で
は
極
東
視
察
か
ら
戻
っ
た
コ
コ
フ
ッ
ォ
フ
も
満
州
の
全
体
状
況
は
悲
惨
で
あ
る
の
で
日
本
と
の
共
同
行
動
に
支
え
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
東
清
鉄
道
売
却
に
反
対
し
た
。
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
日
本
と
の
同
盟
選
択
の
理
山
を
述
べ
た
。
「
米
提
案
を
斥
け
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
対
米
関
係
の
一
時
的
冷
却
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
」
、
し
か
し
、
「
米
が
こ
の
理
（６）
由
で
わ
れ
わ
れ
に
宣
戦
す
る
こ
と
は
な
く
、
略
爾
浜
に
車
を
送
る
こ
と
も
な
い
一
仰
一
だ
が
、
Ｈ
本
は
こ
の
点
で
は
る
か
に
危
険
で
あ
る
」
。
こ
う
してロシアは、米の鉄道国際化・満州中立化案を拒否し、日本との同盟深化の道をとることに決した（⑳一二七、⑳三六
し
て
ロ
シ
ア
は
、
三、⑳一一一六七）。
２
第
二
次
露
日
協
商
と
韓
国
併
合
日
本
の
韓
国
植
民
地
化
の
進
展
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
は
、
第
一
次
露
Ｈ
協
商
締
結
後
静
観
の
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。
一
九
○
八
年
に
総
領
事
に
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
一一一
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こ
う
し
た
状
況
が
続
い
た
た
め
政
府
の
対
日
融
和
策
に
は
ロ
シ
ア
国
内
世
論
の
批
判
は
強
か
っ
た
。
米
プ
ラ
ス
情
接
近
論
の
立
場
か
ら
は
日
本
に
よ
る
韓
国
併
合
の
承
認
は
、
東
洋
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
未
来
を
弔
う
こ
と
で
平
和
を
購
う
も
の
だ
と
い
う
批
判
が
出
た
し
、
政
府
批
判
の
右
翼
と
自
由
主
義
勢
力
は
、
コ
フ
ッ
ォ
フ
と
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
の
北
満
州
鉄
道
政
策
は
中
国
と
米
国
へ
の
関
係
を
阻
害
し
て
日
本
の
「
よ
き
意
志
」
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
る
と
批
判
し
た
。
政
府
与
党
の
オ
ク
チ
ャ
ブ
リ
ス
ト
・
穏
健
右
派
も
露
日
の
緊
密
化
は
必
要
に
せ
よ
、
国
際
条
約
は
永
遠
の
も
の
で
は
な
い
の
で
脅
威
に
対
し
て
極
東
辺
境
の
強
化
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
ま
た
沿
海
州
の
商
業
者
は
、
「
Ⅱ
本
がヴラジヴォストークに隣り合うならば、自分の事業を清算し、あたらな資本投下は行わない」と述べた（⑳一一一六四‐’一一
六
五
）
。
政
府
内
で
も
ス
ホ
ム
リ
ノ
フ
は
、
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
、
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
に
日
本
が
大
陸
に
進
冊
す
る
場
合
日
本
と
の
軍
事
衝
突
の
可能性があるので南ウスリー韓国人との良好な関係が重要となると提一一一一口した。こうした在露韓国人への見方が、ｕ本が繰
り
返
し
求
め
て
き
た
犯
罪
人
引
渡
協
定
の
締
結
を
延
引
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
⑫
、
⑮
四
○
九
）
世
論
、
政
府
内
が
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
た
め
○
九
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
露
日
交
渉
で
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
も
同
盟
締
結
の
条
件
と
し
て
中
国
問
題
と
共
に
日
本
の
韓
国
併
合
を
承
認
で
き
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
ノ
ッ
ク
ス
案
を
拒
否
し
た
こ
と
、
ま
た
中
国
九）。
着任したソモフには訓令で日本との最善の関係を維持することが重要と指示がなされた。そのために「韓国人との関係に
は
極
め
て
慎
重
」
で
あ
る
こ
と
、
「
ロ
シ
ア
の
（
韓
国
人
へ
の
）
援
助
と
い
う
望
ま
し
く
な
い
噂
を
止
め
る
こ
と
」
が
必
要
と
さ
れ
た
。
か
つ
て
有
効
性
を
主
張
し
た
露
朝
条
約
に
つ
い
て
も
事
実
上
効
力
を
喪
失
し
て
お
り
、
依
拠
す
べ
き
条
約
上
の
権
利
は
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
と
日
露
協商秘密部分による最恵国待遇であるとしていた。ロシアのこの抑制的な対応の下で国軍解体（○七年）、東洋植民会社
設
立
（
○
八
年
）
、
日
本
法
令
導
入
・
裁
判
所
解
体
、
陸
軍
省
解
体
、
朝
鮮
銀
行
開
設
（
○
九
年
）
、
警
察
組
織
解
体
二
○
年
）
と
植
民
地
化
マ
サ
ン
ヴ
＃
シ
サ
ン
と
国
家
機
構
の
解
体
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
と
共
に
日
本
の
軍
事
力
は
増
強
さ
れ
、
海
軍
要
塞
が
南
部
海
岸
馬
山
と
東
部
海
岸
元
山
に
、
ソ
チ
ョ
ン
ジ
ン
ウル、平壌、清津及び中国、ロシア国境周辺には、兵営が建設された。兵力はポーッマス条約に反して韓国北東部に集
中
し
た
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
沿
海
州
へ
の
圧
力
と
○
八
年
に
最
も
高
揚
し
た
反
日
本
パ
ル
チ
ザ
ン
運
動
へ
の
弾
圧
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
○
八年夏にはⅡ本軍は数次にわたって露韓国境を侵犯し、韓国人村落への攻撃を行ったといわれる（⑮四○一‐、⑳二一一一
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政
府
が
錦
愛
鉄
道
利
権
要
求
を
受
け
容
れ
て
国
際
借
款
団
に
接
近
し
た
こ
と
で
ロ
シ
ア
極
東
政
策
の
方
向
は
決
し
た
。
一
九
一
○
年
三
月
、
ロ
シ
ア
外
務
省
は
「
中
国
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
条
約
上
の
権
利
侵
害
に
つ
い
て
」
と
す
る
調
書
を
作
成
し
て
対
中
国
政
策
の
転
換
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
覚
書
で
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
「
今
後
対
中
凶
関
係
で
満
州
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
譲
歩
か
ら
条
約
に
基
づ
く
権
利
を
主
張
す
る
」
立
場
に
移
る
と
述
べ
た
。
こ
の
実
現
に
は
日
本
と
の
緊
密
な
接
近
が
必
要
で
あ
っ
た
。
再
開
さ
れ
た
日
露
交
渉
で
も
ロ
シ
ア
は
、
韓
国
併
合
は
不
利
益
と
し
て
現
状
維
持
を
再
度
主
張
す
る
が
、
こ
こ
で
は
韓
国
問
題
は
単
な
る
交
渉
カ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
現
状
維
持
を
日
本
政
府
に
働
き
掛
け
る
よ
う
訓
令
さ
れ
た
腺
Ⅱ
大
使
マ
レ
ヴ
ィ
チ
が
併
合
へ
の
Ⅱ
本
の
意
志
は
問
い
と
報
片
す
る
と
、
ロ
シ
ア
政
府
は
Ⅱ
本
の
条
件
に
同
意すると決定したのである（⑭三七八、一一一七九）。
一
○
年
七
月
四
日
調
印
の
第
二
次
露
Ｈ
協
商
は
、
公
然
部
分
で
満
州
鉄
道
線
の
改
良
と
共
同
運
用
を
完
成
す
る
た
め
友
好
的
協
力
を
行
う
こ
と
、
現
行
諸
条
約
に
よ
る
満
州
の
現
状
を
維
持
し
、
尊
承
す
る
と
し
た
。
秘
密
部
分
で
は
○
七
年
協
商
に
定
め
た
境
界
線
に
よ
る
領
域
で
そ
れ
ぞれの「特殊権益」の維持、その「一層の強化発展」に敵対しないことを規定した。韓国への祓接の一一一一口及はないが、○七
年
協
商
追
加
条
項
は
、
露
韓
国
境
の
北
西
点
か
ら
始
ま
る
南
・
北
満
州
の
境
界
線
を
定
め
て
い
た
の
で
こ
の
協
定
で
日
本
に
は
韓
国
と
南
満
州
、
ロ
シ
ア
に
は
北
満
州
と
モ
ン
ゴ
ル
の
「
特
殊
権
益
」
が
保
障
さ
れ
、
「
一
層
の
発
展
」
、
つ
ま
り
韓
国
併
合
に
ロ
シ
ア
は
反
対
し
な
い
こ
と
が
約
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
⑳
一
七
六
）
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
は
、
つ
い
に
韓
国
問
題
で
日
本
に
全
面
譲
歩
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
首
相
桂
は
六
月
十
八
日
、
韓
国
併
合
が
近
い
と
声
明
し
、
一
二
日
に
は
台
湾
、
南
サ
ハ
リ
ン
、
韓
国
を
所
管
す
る
植
民
地
統
治
特
別
局
が
設
置
さ
れ
た
が
、
ロシアはこの描澗に何ら反対することもなかったのである（⑳一一川三）。
韓川併合条約は、八川一一一一Ⅱに韓脚皇帝が全韓川の「すべての主権」をⅡ本皇帝に譲渡する形式で洲印され、一一九Ｈに
日
本
国
天
皇
が
承
認
し
て
発
効
し
た
。
○
九
年
末
に
作
成
さ
れ
た
「
寺
内
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
て
韓
国
人
自
身
に
よ
る
発
意
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
調
印
前
に
商
宗
は
、
ロ
シ
ア
知
識
層
の
彼
の
運
命
へ
の
共
感
、
南
ウ
ス
リ
ー
に
居
住
す
る
数
万
人
の
韓
国
人
の
存
在
を
考
え
て
ロ
シ
ア
へ
の
亡
命
の
意
志
を
表
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
政
府
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
五
月
、
高
宗
は
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
に
韓
国
併
合
に
同
意
し
な
い
よ
う
最
後
の
働
き
か
け
を
お
こ
な
っ
た
。
高
宗
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
日
本
の
韓
国
に
対
す
る
扱
い
は
、
「
保
護
国
で
は
な
く
、
植
民
地
で
も
な
く
、
奴
隷
化
し
た
国
と
し
て
で
あ
る
」
。
ロ
シ
ア
と
日
本
の
協
定
が
締
結
さ
れ
、
条
件
の
一
つ
が
韓
国
の
併
合
だ
ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
二
三
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と
い
う
噂
が
流
れ
て
い
る
が
、
陛
下
は
「
韓
国
の
庇
護
者
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
捨
て
て
お
ら
れ
ず
、
韓
脚
の
「
完
全
な
廃
絶
」
に
同
意
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
希
望
は
あ
な
た
が
日
本
の
鞭
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
解
放
す
る
日
が
来
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
宗
の
こ
の
書簡への返答はニコライニ世から川かなかった（⑮四○七）。
こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
は
、
韓
国
併
合
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
北
満
州
と
モ
ン
ゴ
ル
の
「
特
殊
権
益
」
を
得
た
。
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
の
後
任
外
相
サ
ゾ
ノ
フ
は
、
韓
国
併
合
後
も
極
東
の
現
状
維
持
と
い
う
ロ
シ
ア
の
戦
略
は
崩
れ
て
い
な
い
と
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
に
上
奏
し
た
。
占
領
し
て
い
た
韓
国
で
日
本
は
併
合
以
前
に
も
こ
の
脚
の
「
完
全
な
主
人
」
で
あ
っ
た
し
、
軍
事
Ⅱ
的
の
韓
国
領
土
の
利
用
を
認
め
な
い
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
二
条
は
い
ま
だ
有
効
だ
と
い
う
の
が
サ
ゾ
ノ
フ
の
論
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
韓
国
、
満
州
、
そ
し
て
東
北
ア
ジ
ア
の
歴
史
は
、
サ
ゾ
ノ
フ
の
見
通
し
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
⑮
四
○
八
）
。
鉄
道
国
際
化
と
満
州
中
立
化
に
よ
っ
て
露
日
の
分
離
を
目
論
ん
だ
米
外
交
の
試
み
は
、
い
た
っ
て
露
日
関
係
の
深
化
に
結
果
し
た
。
駐
米
ロ
シ
ア
大
使
ロ
ー
ゼ
ン
は
、
露
日
か
ら
拒
汗
の
Ⅲ
答
が
服
き
、
米
国
務
省
に
は
失
望
が
広
が
っ
て
い
る
と
報
杵
し
た
。
露
Ⅱ
の
対
応
を
ノ
ッ
ク
ス
が
見
通
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
失
敗
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
国
務
省
高
官
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
を
訪
問
し
、
計
画
は
ロ
シ
ア
の
利
害
を
害
す
る
と
は
全
く
考
え
て
お
ら
ず
、
世
論
の
共
感
を
得
ら
れ
る
と
み
て
い
た
と
釈
明
し
、
同
趣
旨
の
覚
書
を
ロ
シ
ア
に
送
付
し
た
。
こ
の
後
米
政
府
は
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
が
斥
け
た
独
中
接
近
策
に
戻
り
、
英
米
仏
独
Ⅲ
国
銀
行
連
合
の
形
成
と
滴
政
府
併
款
を
推
進
し
た
．
露
日
の
そ
れ
へ
の
参
加
も
Ｍ
ら
れ
た
が
、
辛
亥
茄
命
に
よ
る
清
朝
崩
壊
と
米
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
へ
の
交
替
で
蚊
終
的
に
米
は
借
款
団
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
な
る
。
離
脱
の
目
的
は
、
中
国
へ
の
単
独
浸
透
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
Ⅱ
米
関
係
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
外
国
人
土
地
所
有
が
禁
止されて悪化の方向をたどった（⑳一六四、⑳四四五‐）。
第
二
次
露
Ⅱ
協
商
で
関
係
を
深
化
さ
せ
た
露
Ⅱ
関
係
は
、
漁
業
問
題
で
対
立
の
可
能
性
を
は
ら
み
な
が
ら
、
十
一
‐
十
二
年
の
時
期
は
安
定
的
に
推
移
し
た
。
漁
業
海
域
へ
の
日
本
軍
艦
の
派
遣
は
停
止
さ
れ
、
懸
案
で
あ
っ
た
露
日
犯
罪
人
引
渡
協
定
も
調
印
さ
れ
た
。
十
二
年
の
第
三
次
露
Ｈ
協
定
調
印
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
影
響
圏
を
区
分
し
た
。
民
間
交
流
川
体
と
し
て
の
露
Ⅱ
協
会
、
Ⅱ
露
協
会
の
発
足
も
こ
の
時
期
で
あ
法
政
史
学
第
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十
五
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以
北
の
Ⅱ
露
戦
争
後
の
極
來
川
際
関
係
か
ら
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
・
に
戦
後
極
東
地
域
で
形
成
さ
れ
た
二
脚
間
関
係
の
不
安
定
さ
で
あ
る
。
第
一
次
露
Ⅱ
協
簡
に
よ
り
ロ
シ
ア
が
期
待
し
た
「
一
○
年
間
の
安
定
」
は
Ｈ
米
関
係
強
化
に
よ
り
実
現
さ
れ
ず
、
ま
た
太
平
洋
地
域
の
安
定
を
う
た
っ
た
Ⅱ
米
関
係
も
米
外
交
か
針
の
転
換
に
よ
り
一
年
を
経
ず
し
て
崩
壊
し
た
。
こ
こ
に
は
二
Ｎ
間
の
積
み
重
ね
に
よ
る
多
国
間
関
係
の
脆
さ
が
表
れ
て
い
る
。
第
二
に
そ
う
し
た
不
安
定
さ
は
、
ロ
シ
ア
、
中
国
と
い
う
二
つ
の
帝
脚
が
帝
脚
主
義
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
境
を
介
し
て
接
し
た
、
そ
の
歴
史
的
な
特
質
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
人
の
交
わ
り
、
往
き
来
、
経
済
的
社
会
的
関
わ
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
、
満
州
、
韓
国
、
極
東
ロ
シ
ア
は
一
本
の
国
境
線
で
区
切
る
こ
と
が
難
し
い
地
域
を
形
成
し
て
き
た
。
地
政
学
的
に
こ
の
地
域
を
眺
め
る
と
ロ
シ
ア
、
中
国
で
混
乱
が
生
じ
る
と
き
弱
体
化
し
た
方
へ
他
方
か
ら
、
ま
た
外
部
か
ら
の
侵
入
が
生
じ
た
。
シ
ベ
リ
る
。
し
か
し
、
こ
の
関
係
も
「
桂
訪
欧
」
に
よ
り
変
化
し
た
。
露
Ⅱ
協
定
改
定
交
渉
と
同
時
に
川
本
が
意
図
し
た
「
ふ
さ
わ
し
い
監
督
」
下
に
置
く
形
の
南
満
州
併
合
、
さ
ら
に
中
国
辺
境
の
英
日
露
に
よ
る
分
割
構
想
の
提
案
に
ロ
シ
ア
が
応
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
議
会
で
は
「
Ｕ
本
の
仮
想
敵
国
は
ロ
シ
ア
で
あ
る
」
、
「
第
二
次
日
露
戦
争
」
は
間
近
だ
と
い
う
大
臣
答
弁
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
る
（
⑯
七
二
○
‐
、
⑳
Ⅲ
二
○
‐
）
。
極
東
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
抗
す
る
日
米
露
三
Ｎ
が
机
交
え
る
場
と
な
っ
た
。
併
合
さ
れ
た
韓
川
で
は
Ⅱ
本
の
植
民
地
化
が
苛
烈
さ
を
増
し
た
。
ロ
シ
ア
総
領
事
ソ
モ
フ
は
、
一
○
年
十
二
月
、
次
の
よ
う
に
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
「
Ⅱ
本
の
占
飢
折
た
ち
は
、
幾
阯
紀
も
集
稔
さ
れ
て
き
た
禰
桁
な
家
庭
の
財
物
、
多
数
の
寓
殿
、
庭
剛
、
打
川
な
川
地
、
金
銭
、
古
い
芸
術
砧
の
珍
口
叩
を
根
こ
そ
ぎ
に
し
た
」
。
Ⅱ
本
植
民
地
権
〃
は
、
韓
川
民
の
民
族
文
化
を
破
壊
し
よ
う
と
、
Ⅱ
本
化
の
Ⅱ
的
で
韓
国
の
学
校
を
閉
釧
し
、
韓
川
語
の
本
・
新
聞
の
川
版
を
制
限
し
て
い
る
。
「
Ｈ
本
は
、
純
国
人
に
彼
ら
は
比
族
で
は
な
い
と
確
信
さ
せ
る
こ
と
、
彼
ら
の
教
育
を
奪
い
、
安
い
労
働
力
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
。
一
九
○
五
年
の
保
護
国
化
後
も
高
宗
の
命
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
と
イ
ポ
ン
ジ
ン
ど
ま
り
日
本
へ
の
抗
議
活
動
を
続
け
て
き
た
元
在
露
公
使
季
範
乖
Ｒ
は
、
こ
の
状
況
で
厳
後
の
抗
議
手
段
と
し
て
十
一
年
一
Ⅱ
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
。
こ
の
後
ロ
シ
ア
極
東
、
満
州
の
韓
国
人
は
、
相
国
の
外
に
あ
っ
て
反
日
運
動
を
継
続
す
る
の
で
あ
る
（
⑳
二
四
八
、
⑮
四
一
五
、
⑧
）
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
極
東
は
、
混
乱
を
深
め
て
い
く
中
国
と
植
民
地
化
さ
れ
た
韓
国
と
隣
り
合
う
地
域
と
し
て
変
わ
ら
ず
不
安
定
な
状
況
に
お
か
れた。ロ
シ
ア
帝
国
と
極
東
政
策
（
加
納
）
一●
五
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ア
出
兵
Ⅱ
革
命
干
渉
戦
争
、
極
東
共
和
国
の
成
立
、
第
二
次
大
戦
末
期
の
ソ
連
軍
侵
攻
と
い
う
そ
の
後
こ
の
地
域
で
起
こ
る
出
来
事
は
こ
の
特
質
か
ら
理
解
で
き
る
し
、
そ
の
萌
芽
は
こ
の
時
期
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
○
世
紀
初
め
、
諸
列
強
は
中
国
、
韓
国
で
そ
の
勢
力
拡
張
を
競
い
合
っ
た
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
地
域
の
不
安
定
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
のアジアへの波及、またロシア革命とその影響において表れる。これは、現代の東アジアの諸問題につながる興味深い時
期
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
別
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
註（
１
）
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
後
一
九
○
五
年
末
か
ら
米
露
同
盟
の
主
張
が
、
ロ
シ
ア
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
た
。
ま
た
駐
日
公
使
バ
フ
メ
テ
フ
は
、
日
米
関
係
悪
化と露米接近の叩能性を主張した。「現在アメリカのみが新しい侵略意図をそらせるⅡ的で日本に圧力を及ぼしうる」という考え
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
駐
米
大
使
ロ
ー
ゼ
ン
は
、
米
の
Ｈ
本
と
の
融
和
的
関
係
を
予
測
し
た
（
⑳
一
○
六
）
。
○
六
年
五
月
に
外
相
に
就
任
す
る
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
ネ
リ
ド
フ
、
ベ
ン
ケ
ン
ド
ル
フ
ら
と
ロ
シ
ア
の
し
か
る
べ
き
同
盟
関
係
を
討
議
し
た
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
同
盟
を
基
盤
と
し
て
そ
れ
に
英
Ⅱ
を
加
え
る
こ
と
で
意
几
が
一
致
し
た
と
し
て
い
る
（
⑪
五
八
）
（
２
）
○
六
年
二
月
、
パ
リ
で
駐
仏
ロ
シ
ア
大
使
ネ
リ
ド
フ
と
在
露
公
使
本
野
が
会
談
し
た
。
露
日
接
近
を
提
起
し
た
本
野
に
対
し
て
、
ネ
リ
ド
フ
は
ロ
シ
ア
に
英
へ
の
敵
意
は
な
い
が
、
日
英
同
盟
が
障
害
だ
と
答
え
た
。
こ
の
後
中
央
ア
ジ
ア
問
題
、
ペ
ル
シ
ャ
問
題
の
交
渉
が
露
英
間
で
始
ま
っ
た
（
⑳
一
（
３
）
○
七
年
几
川
の
駐
米
大
使
へ
の
訓
令
で
ド
イ
ツ
政
府
は
、
中
国
政
策
に
つ
い
て
米
政
府
と
の
協
議
を
指
示
し
た
。
米
国
務
省
は
中
国
を
こ
こ
に
加
え
て
、
さ
ら
に
の
ち
に
英
露
を
加
え
る
意
図
だ
っ
た
と
さ
れ
る
（
⑳
一
六
四
）
。
タ
ン
シ
ャ
オ
イ
（
４
）
調
印
当
日
、
瀧
艦
建
造
問
題
を
含
む
米
中
関
係
協
議
の
た
め
に
奉
天
巡
撫
東
紹
儀
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
た
。
東
に
と
っ
て
交
換
覚
書
調
印
は
、
予想外であったとされる（⑳一七川、⑩二○二）。
（
５
）
○
八
年
春
に
は
閣
僚
会
議
で
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
総
督
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
と
沿
ア
ム
ー
ル
総
督
ウ
ン
テ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
が
シ
ベ
リ
ア
行
政
改
革
、
韓
国
人
流
入
防止などの必要性を訴える意見陳述を行った（⑳）。
（
６
）
○
九
年
十
一
Ⅱ
に
は
海
相
も
日
本
に
よ
る
攻
撃
蓋
然
性
に
つ
い
て
報
告
し
た
と
さ
れ
る
（
⑧
五
六
）
。
法
政
史
学
第
七
十
五
号
○二）。
’一一ハ
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